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(57)【要約】
　情報を送信（report）するための端末装置（ＵＥ）が
記載される。ＵＥは、プロセッサ、およびプロセッサと
電子通信を行うメモリに格納された命令を含む。ＵＥは
、異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を用いたＴＤＤキャリ
アアグリゲーションのために、第１のＵＬ－ＤＬ構成を
有する第１のセルを選択する。ＵＥは、また、第１のＵ
Ｌ－ＤＬ構成を有する第１のセルに対する参照上り下り
リンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を確定する。ＵＥは、さらに
、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）伝送用のセルを確定す
る。ＵＥは、さらに、ＵＣＩ伝送用のセルの第１の上り
リンク・サブフレームを選択する。加えて、ＵＥは、第
１のセルの、ＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク・
サブフレームへの第１の下りリンク・サブフレーム・ア
ソシエーション・セットを確定する。ＵＥは、さらに、
アグリゲートされた情報を生成するために、第１のアソ
シエーション・セットに基づいて、第１のセルに対応す
る情報をアグリゲートする。ＵＥは、また、アグリゲー
トされた情報をＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク
・サブフレーム上で送信（report）する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を送信（report）するための端末装置（ＵＥ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信を行うメモリと、
　前記メモリに格納された命令とを備え、
　前記命令は、
　　異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を用いたＴＤＤキャリアアグリゲーションのために、
第１の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する第１のセルを選択し、
　　前記第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する前記第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を確
定し、
　　上りリンク制御情報（ＵＣＩ）伝送用のセルを確定し、
　　ＵＣＩ伝送用の前記セルの第１の上りリンク・サブフレームを選択し、
　　前記第１のセルの、ＵＣＩ伝送用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブフレーム
への第１の下りリンク・サブフレーム・アソシエーション・セットを確定し、
　　アグリゲートされた情報を生成するために、アソシエーションの前記第１のセットに
基づいて、前記第１のセルに対応する情報をアグリゲートし、
　　前記アグリケートされた情報をＵＣＩ伝送用の前記セルの前記第１の上りリンク・サ
ブフレーム上で送信（report）する
ために実行可能であることを特徴とする端末装置。
【請求項２】
　前記アグリゲートされた情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を備え
ることを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　ＵＣＩ伝送用の前記セルは、特定の上りリンク・サブフレームに対して最小セル・イン
デックスを持つセルであることを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記第１のセルが前記プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項１に記載の端
末装置。
【請求項５】
　前記第１のセルが前記セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項１に記載の端
末装置。
【請求項６】
　前記参照ＵＬ－ＤＬ構成および前記第１のＵＬ－ＤＬ構成は、同じＵＬ－ＤＬ構成また
は異なるＵＬ－ＤＬ構成のうちの１つであることを特徴とする請求項１に記載の端末装置
。
【請求項７】
　前記第１のセルに対する前記参照ＵＬ－ＤＬ構成は、前記第１のＵＬ－ＤＬ構成である
ことを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項８】
　端末装置（ＵＥ）によって情報を送信（report）するための方法であって、
　異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を用いたＴＤＤキャリアアグリゲーションのために、第
１の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する第１のセルを選択するステップと、
　前記第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する前記第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定
するステップと、
　上りリンク制御情報（ＵＣＩ）伝送用のセルを確定するステップと、
　ＵＣＩ伝送用の前記セルの第１の上りリンク・サブフレームを選択するステップと、
　前記第１のセルの、ＵＣＩ伝送用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブフレームへ
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の第１の下りリンク・サブフレーム・アソシエーション・セットを確定するステップと、
　アグリゲートされた情報を生成するために、第１のアソシエーション・セットに基づい
て、前記第１のセルに対応する情報をアグリゲートするステップと、
　前記アグリゲートされた情報をＵＣＩ伝送用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブ
フレーム上で送信（report）するステップとを備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記アグリゲートされた情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を備え
ることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＵＣＩ伝送用の前記セルは、特定の上りリンク・サブフレームに対して最小セル・イン
デックスを持つセルであることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のセルが前記プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項８に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記第１のセルが前記セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項８に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記参照ＵＬ－ＤＬ構成および前記第１のＵＬ－ＤＬ構成は、同じＵＬ－ＤＬ構成およ
び異なるＵＬ－ＤＬ構成のうちの１つであることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のセルに対する前記参照ＵＬ－ＤＬ構成は、前記第１のＵＬ－ＤＬ構成である
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　情報を受信するための基地局装置（ｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信を行うメモリと、
　前記メモリに格納された命令とを備え、
　　前記命令は、
　　異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を用いたＴＤＤキャリアアグリゲーションのために、
第１の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する第１のセルを選択し、
　　前記第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する前記第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を確
定し、
　　上りリンク制御情報（ＵＣＩ）受信用のセルを確定し、
　　ＵＣＩ受信用の前記セルの第１の上りリンク・サブフレームを選択し、
　　前記第１のセルの、ＵＣＩ受信用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブフレーム
への第１の下りリンク・サブフレーム・アソシエーション・セットを確定し、
　　アグリゲートされた情報をＵＣＩ受信用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブフ
レーム上で受信し
　　前記第１のアソシエーション・セットに基づいて、前記アグリゲートされた情報をデ
アグリゲートする
ために実行可能であることを特徴とする基地局装置。
【請求項１６】
　前記アグリゲートされた情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を備え
ることを特徴とする請求項１５に記載の基地局装置。
【請求項１７】
　ＵＣＩ伝送用の前記セルは、特定の上りリンク・サブフレームに対して最小セル・イン
デックスを持つセルであることを特徴とする請求項１５に記載の基地局装置。
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【請求項１８】
　前記第１のセルが前記プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項１５に記載の
基地局装置。
【請求項１９】
　前記第１のセルが前記セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項１５に記載の
基地局装置。
【請求項２０】
　前記参照ＵＬ－ＤＬ構成および前記第１のＵＬ－ＤＬ構成は、同じＵＬ－ＤＬ構成およ
び異なるＵＬ－ＤＬ構成のうちの１つであることを特徴とする請求項１５に記載の基地局
装置。
【請求項２１】
　前記第１のセルに対する前記参照ＵＬ－ＤＬ構成は、前記第１のＵＬ－ＤＬ構成である
ことを特徴とする請求項１５に記載の基地局装置。
【請求項２２】
　基地局装置（ｅＮＢ）によって情報を受信するための方法であって、
　異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を用いたＴＤＤキャリアアグリゲーションのために、第
１の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する第１のセルを選択するステップと、
　前記第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する前記第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定
するステップと、
　上りリンク制御情報（ＵＣＩ）受信用のセルを確定するステップと、
　ＵＣＩ受信用の前記セルの第１の上りリンク・サブフレームを選択するステップと、
　前記第１のセルの、ＵＣＩ受信用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブフレームへ
の第１の下りリンク・サブフレーム・アソシエーション・セットを確定するステップと、
　アグリゲートされた情報をＵＣＩ受信用の前記セルの前記第１の上りリンク・サブフレ
ーム上で受信するステップと、
　　アソシエーションの前記第１のセットに基づいて、前記アグリゲートされた情報をデ
アグリゲートするステップとを備えることを特徴とする方法。
【請求項２３】
　前記アグリゲートされた情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を備え
ることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　ＵＣＩ伝送用の前記セルは、特定の上りリンク・サブフレームに対して最小セル・イン
デックスを持つセルであることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１のセルが前記プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項２２に記載の
方法。
【請求項２６】
　前記第１のセルが前記セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）である場合、前記ＰＣｅｌｌの前
記ＵＬ－ＤＬ構成が前記参照ＵＬ－ＤＬ構成であることを特徴とする請求項２２に記載の
方法。
【請求項２７】
　前記参照ＵＬ－ＤＬ構成および前記第１のＵＬ－ＤＬ構成は、同じＵＬ－ＤＬ構成およ
び異なるＵＬ－ＤＬ構成のうちの１つであることを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第１のセルに対する前記参照ＵＬ－ＤＬ構成は、前記第１のＵＬ－ＤＬ構成である
ことを特徴とする請求項２２に記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に通信システムに関する。より具体的には、本開示は、上りリンク情報
を送信（report）するためのデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信デバイスは、消費者ニーズを満たし、可搬性と便利さとを改善するため
に、より小さく、より強力になった。消費者は、ワイヤレス通信デバイスに依存するよう
になり、高信頼性のサービス、カバレッジエリアの拡大、および機能性の増加を期待する
ようになった。ワイヤレス通信システムは、多くのワイヤレス通信デバイスに通信を提供
し、デバイスのそれぞれが基地局によるサービスを享受する。基地局は、ワイヤレス通信
デバイスと通信する固定局とすればよい。
【０００３】
　ワイヤレス通信デバイスが進歩するにつれて、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び／または効率の向上が求められてきた。しかしながら、通信容量、速度、フレキシビリ
ティおよび／または効率の向上は、いくつかの問題を提起することがある。
【０００４】
　例えば、ワイヤレス通信デバイスは、通信構造を用いて１つ以上のデバイスと通信する
。しかしながら、用いられる通信構造は、限られたフレキシビリティおよび／または効率
を提供するにすぎない。この議論で説明されるように、通信のフレキシビリティおよび／
または効率を向上させるシステムおよび方法が有益である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に従って、情報を送信（report）するための端末装置（ＵＥ：user equipment）
が提供される。ＵＥは、プロセッサと、プロセッサと電子通信を行うメモリと、メモリに
格納された命令とを備え、命令は、異なるＴＤＤ上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ：uplink‐
downlink）構成を用いたＴＤＤキャリアアグリゲーションにおいて、第１のＵＬ－ＤＬ構
成を有する第１のセルを選択し、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルに対する参照
ＵＬ－ＤＬ構成を確定し、上りリンク制御情報（ＵＣＩ：uplink control information）
伝送用のセルを確定し、ＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク・サブフレームを選択し
、第１のセルの、ＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク・サブフレームへの第１の下り
リンク・サブフレーム・アソシエーション・セットを確定し、アグリゲートされた情報を
生成するために、第１のアソシエーション・セットに基づいて、第１のセルに対応する情
報をアグリゲートし、アグリゲートされた情報をＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク
・サブフレーム上で送信（report）するように実行可能である。
【０００６】
　本発明に従って、端末装置（ＵＥ）によって情報を送信（report）するための方法が提
供される。この方法は、異なるＴＤＤ上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を用いたＴＤＤ
キャリアアグリゲーションにおいて、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルを選択す
るステップと、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を
確定するステップと、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）伝送用のセルを確定するステップと
、ＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク・サブフレームを選択するステップと、第１の
セルの、ＵＣＩ伝送用のセルの第１の上りリンク・サブフレームへの第１の下りリンク・
サブフレーム・アソシエーション・セットを確定するステップと、アグリゲートされた情
報を生成するために、第１のアソシエーション・セットに基づいて、第１のセルに対応す
る情報をアグリゲートするステップと、アグリゲートされた情報をＵＣＩ伝送用のセルの
第１の上りリンク・サブフレーム上で送信（report）するステップとを備える。
【０００７】
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　本発明に従って、情報を受信するための基地局装置（evolved Node B：ｅＮＢ）が提供
される。ｅＮＢは、プロセッサ、プロセッサと電子通信を行うメモリ、メモリに格納され
た命令を備え、命令は、異なるＴＤＤ上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を用いたＴＤＤ
キャリアアグリゲーションにおいて、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルを選択し
、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定し、上り
リンク制御情報（ＵＣＩ）受信用のセルを確定し、ＵＣＩ受信用のセルの第１の上りリン
ク・サブフレームを選択する、第１のセルの、ＵＣＩ受信用のセルの第１の上りリンク・
サブフレームへの第１の下りリンク・サブフレーム・アソシエーション・セットを確定し
、アグリゲートされた情報をＵＣＩ受信用のセルの第１の上りリンク・サブフレーム上で
受信し、第１のアソシエーション・セットに基づいて、アグリゲートされた情報をデアグ
リゲートするように実行可能である。
【０００８】
　本発明に従って、基地局装置（ｅＮＢ）によって情報を受信するための方法が提供され
る。この方法は、異なるＴＤＤ上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を用いたＴＤＤキャリ
アアグリゲーションにおいて、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルを選択するステ
ップと、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルに対する参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定す
るステップと、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）受信用のセルを確定するステップと、ＵＣ
Ｉ受信用のセルの第１の上りリンク・サブフレームを選択するステップと、第１のセルの
、ＵＣＩ受信用のセルの第１の上りリンク・サブフレームへの第１の下りリンク・サブフ
レーム・アソシエーション・セットを確定するステップと、アグリゲートされた情報をＵ
ＣＩ受信用のセルの第１の上りリンク・サブフレーム上で受信するステップと、第１のア
ソシエーション・セットに基づいて、アグリゲートされた情報をデアグリゲートするステ
ップとを備える。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】異なる二重構成を用いて上りリンク情報を送信（report）するためのシステムお
よび方法が実装される１つ以上の基地局装置（ｅＮＢ）および１つ以上の端末装置（ＵＥ
）の一構成を示すブロック・ダイアグラムである。
【図２】ＵＥにおいて情報を送信（report）するための方法の一構成を示すフロー・ダイ
アグラムである。
【図３】ｅＮＢにおいて情報を受信するための方法の一構成を示すフロー・ダイアグラム
である。
【図４】本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられる無線フレームの一
例を示すダイアグラムである。
【図５】本明細書に開示されるシステムおよび方法による上りリンク送信（reporting）
のためのアソシエーション領域のいくつかの例を示すダイアグラムである。
【図６】本明細書に開示されるシステムおよび方法による上りリンク送信（reporting）
のためのアソシエーション領域のいくつかの例を示すダイアグラムである。
【図７】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成０のアソシエーション領域の
具体例を示す図である。
【図８】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成１のアソシエーション領域の
具体例を示す図である。
【図９】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成２のアソシエーション領域の
具体例を示す図である。
【図１０】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成３のアソシエーション領域
の具体例を示す図である。
【図１１】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成４のアソシエーション領域
の具体例を示す図である。
【図１２】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成５のアソシエーション領域
の具体例を示す図である。
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【図１３】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成６のアソシエーション領域
の具体例を示す図である。
【図１４】他の構成に適用される、構成０におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図１５】他の構成に適用される、構成１におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図１６】他の構成に適用される、構成２におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図１７】他の構成に適用される、構成３におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図１８】他の構成に適用される、構成４におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図１９】他の構成に適用される、構成５におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図２０】他の構成に適用される、構成６におけるより均等な分配マッピング・アプロー
チの一例を示すダイアグラムである。
【図２１】本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられる２つの新しいス
ーパーセット上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を示するダイアグラムである。
【図２２】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成２＋３のアソシエーション
領域の具体例を示す図である。
【図２３】構成２＋３のより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラ
ムである。
【図２４】図２３に提示される例をさらに示すダイアグラムである。
【図２５】他の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成である構成２＋４のアソシエーション
領域の具体例を示す図である。
【図２６】構成２＋４のより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラ
ムである。
【図２７】図２６に提示される例をさらに示すダイアグラムである。
【図２８】ＵＥにおいて参照セルを選択するための方法の一構成を示すフロー・ダイアグ
ラムである。
【図２９】端末装置（ＵＥ）に利用される様々なコンポーネントを示す。
【図３０】基地局装置（ｅＮＢ）に利用される様々なコンポーネントを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　情報を送信（report）するための端末装置（ＵＥ）を記載する。ＵＥは、プロセッサ、
およびプロセッサと電子通信を行うメモリに格納された命令を含む。ＵＥは、参照上り下
りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する参照セルを選択する。ＵＥは、参照セルから第１の
上りリンク・サブフレームも選択する。ＵＥは、さらに、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する
第１のセルから第１のサブフレーム・セットを選択する。加えて、ＵＥは、第１のサブフ
レーム・セットと第１の上りリンク・サブフレームとの間の第１のアソシエーション・セ
ットを確定する。ＵＥは、また、アグリゲートされた情報を生成するために、第１のアソ
シエーション・セットに基づいて、参照セルに対応する情報と第１のセルに対応する情報
とをアグリゲートする。ＵＥは、さらに、アグリゲートされた情報を上りリンク送信（re
porting）セルで送信（report）する。
【００１１】
　アグリゲートされた情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）情報を含む。
【００１２】
　第１のサブフレーム・セットは、参照セルに基づいてアソシエーション領域を定義する
。アソシエーション領域は、すべてのＵＬ－ＤＬ構成に対して同じとする。ＵＥは、第１
のセルからの少なくとも１つの追加のサブフレーム・セットと参照セルからの少なくとも
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１つの追加の上りリンク・サブフレームとの間の少なくとも１つの追加のアソシエーショ
ン・セットを確定する。
【００１３】
　第１のアソシエーション・セットおよび少なくとも１つの追加のアソシエーション・セ
ットは、第１の上りリンク・サブフレームおよび少なくとも１つの追加の上りリンク・サ
ブフレームの間でバランスが取られる。第１のアソシエーション・セットの確定および少
なくとも１つの追加のアソシエーション・セットの確定は、少なくとも各アソシエーショ
ンの距離の最小化またはすべてのアソシエーションに関する総距離の最小化を含む。
【００１４】
　参照セルの選択は、最小周期を持つ少なくとも１つのセルの確定を含む。１つのセルが
最小周期を持つセルであると判定された場合には、参照セルが、最小周期を持つセルとな
る。ＵＥは、１以上のセルが最小周期を持つセルであるかどうかも判定する。１以上のセ
ルが最小周期を持つと判定された場合には、最多上りリンク割当てを持つ少なくとも１つ
のセルが確定される。１つのセルが最多上りリンク割当てを持つセルであると判定された
場合には、参照セルが、最多上りリンク割当てを持つセルとなる。ＵＥは、１以上のセル
が最多上りリンク割当てを持つセルであるかどうか、さらに判定する。１以上のセルが最
多上りリンク割当てを有すると判定された場合には、最小セル・インデックス（Ｃｅｌｌ
＿ＩＤ）を持つセルが確定し、参照セルが、最小セル・インデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）
を持つセルとなる。
【００１５】
　上りリンク送信（reporting）セルは、特定の上りリンク・サブフレームに対して最小
セル・インデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）を持つセルである。第１のセルが第１のバンドに
あり、参照セルが第２のバンドにあってもよい。第１のバンドおよび第２のバンドが異な
るバンドであってもよい。
【００１６】
　参照ＵＬ－ＤＬ構成は、異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いてＰＣｅｌｌおよび１以上のＳＣ
ｅｌｌからの１以上の上りリンク・サブフレームを組み合わせたスーパーセットＵＬ－Ｄ
Ｌ構成であってもよい。参照ＵＬ－ＤＬ構成および第１のＵＬ－ＤＬ構成は、同じＵＬ－
ＤＬ構成または異なるＵＬ－ＤＬ構成とする。
【００１７】
　端末装置（ＵＥ：user equipment）によって情報を送信（report）するための方法も記
載する。この方法は、参照上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する参照セルを選択す
るステップを含む。この方法は、参照セルから第１の上りリンク・サブフレームを選択す
るステップも含む。この方法は、さらに、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルから
第１のサブフレーム・セットを選択するステップを含む。加えて、この方法は、第１のサ
ブフレーム・セットと第１の上りリンク・サブフレームとの間の第１のアソシエーション
・セットを確定するステップを含む。この方法は、アグリゲートされた情報を生成するた
めに、第１のアソシエーション・セットに基づいて、参照セルに対応する情報と第１のセ
ルに対応する情報とをアグリゲートするステップも含む。この方法は、さらに、アグリゲ
ートされた情報を上りリンク送信（reporting）セルで送信（report）するステップを含
む。
【００１８】
　情報を受信するための基地局装置（ｅＮＢ）も記載する。ｅＮＢは、プロセッサ、およ
びプロセッサと電子通信を行うメモリに格納された命令を含む。ｅＮＢは、アグリゲート
された情報が、第１の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する第１のセルおよび第２
のＵＬ－ＤＬ構成を有する第２のセルに関連して用いられているかどうかを判定する。第
１のＵＬ－ＤＬ構成は、第２のＵＬ－ＤＬ構成とは異なる。ｅＮＢは、また、アグリゲー
トされた情報を上りリンク送信（reporting）セルで受信する。ｅＮＢは、さらに、アグ
リゲートされた情報をアソシエーション・セットに基づいてデアグリゲートする。上りリ
ンク送信（reporting）セルは、各特定の上りリンク・サブフレームに対して最小セル・
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インデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）を持つ第１のセルまたは第２のセルとする。
【００１９】
　基地局装置（ｅＮＢ）によって情報を受信するための方法は、アグリゲートされた情報
が、第１の上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を有する第１のセルおよび第２のＵＬ－Ｄ
Ｌ構成を有する第２のセルに関連して用いられているかどうかを判定するステップを含む
。この方法は、アグリゲートされた情報を上りリンク送信（reporting）セルで受信する
ステップも含む。この方法は、さらに、アソシエーション・セットに基づいて、アグリゲ
ートされた情報をデアグリゲートするステップを含む。
【００２０】
　「３ＧＰＰ」とも呼ばれる、第３世代パートナーシップ・プロジェクト（The 3rd Gene
ration Partnership Project）は、第３および第４世代ワイヤレス通信システムに関する
世界的に適用可能な技術仕様および技術レポートを規定することを目指した連携合意であ
る。３ＧＰＰは、次世代モバイルネットワーク、システム、およびデバイスに関する仕様
を規定する。
【００２１】
　３ＧＰＰロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）は、将
来の要求に対処するためにユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴＳ：Universal 
Mobile Telecommunications System）モバイルフォンまたはデバイス規格を改善するプロ
ジェクトに与えられた名称である。一様態において、ＵＭＴＳは、進化型ユニバーサル地
上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved Universal Terrestrial Radio Access）および
進化型ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved Univer
sal Terrestrial Radio Access Network）に対するサポートおよび仕様を提供するために
修正された。
【００２２】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの様態は、３ＧＰＰロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Ad
vanced）および他の規格（例えば、３ＧＰＰリリース８、９、１０および／または１１）
に関連して記載される。しかしながら、本開示の範囲は、この点で限定されるべきではな
い。本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの様態は、他のタイ
プのワイヤレス通信システムにおいて利用することができる。
【００２３】
　ワイヤレス通信デバイスは、音声および／またはデータを基地局へ通信するために用い
られる電子デバイスである。基地局は、次にデバイスのネットワーク（例えば、公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ：public switched telephone network）、インターネットなど）と通
信する。本明細書においてシステムおよび方法を記載するときに、ワイヤレス通信デバイ
スは、代わりに移動局、端末装置（ＵＥ）、アクセス端末、加入者局、移動端末、遠隔局
、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、モバイルデバイスなどと呼ばれることもある。ワ
イヤレス通信デバイスの例は、セルラーフォン、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ
：personal digital assistant）、ラップトップコンピュータ、ネットブック、電子書籍
リーダ、ワイヤレス・モデムなどを含む。３ＧＰＰ仕様では、ワイヤレス通信デバイスは
、典型的に端末装置（ＵＥ）と呼ばれる。しかしながら、本開示の範囲は３ＧＰＰ規格に
限定されるべきではないので、より一般的な用語「ワイヤレス通信デバイス」を意味する
ために、本明細書では用語「ＵＥ」および「ワイヤレス通信デバイス」が同義で用いられ
る。
【００２４】
　３ＧＰＰ仕様では、基地局は、典型的にＮｏｄｅ　Ｂ、ｅｖｏｌｖｅｄまたはｅｎｈａ
ｎｃｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）、ｈｏｍｅ　ｅｎｈａｎｃｅｄまたはｅｖｏｌｖｅｄ
　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ＨｅＮＢ）、あるいはいくつか他の同様の用語で呼ばれる。本開示の範
囲は３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一般的な用語「基地局」を意味す
るために、本明細書では、用語「基地局」、「Ｎｏｄｅ　Ｂ」、「ｅＮＢ」、および「Ｈ
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ｅＮＢ」が同義で用いられる。さらに、用語「基地局」は、アクセスポイントを示すため
に用いられてもよい。アクセスポイントは、ワイヤレス通信デバイスのためにネットワー
ク（例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Local Area Network）、インターネ
ットなど）へのアクセスを提供する電子デバイスである。用語「通信デバイス」は、ワイ
ヤレス通信デバイスおよび／または基地局の両方を示すために用いられる。
【００２５】
　留意すべきは、本明細書において、「セル」は、インターナショナル・モバイル・テレ
コミュニケーションズ－アドバンスト（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ：International Mobi
le Telecommunications-Advanced）に用いるために規格化または規制団体によって仕様が
定められた任意の通信チャネルであり、そのすべてまたはそのサブセットがＮｏｄｅ　Ｂ
（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）とＵＥとの間の通信に用いることが認可されたバンド（例えば
、周波数バンド）として３ＧＰＰに採用される。「構成されたセル（Configured cells）
」は、ＵＥが認識しているセルであって、情報を送信または受信することがＮｏｄｅ　Ｂ
（例えば、ｅＮＢ）によって許可されたセルである。「構成されたセル（単数または複数
）」は、在圏セル（単数または複数）であってもよい。ＵＥは、すべての構成されたセル
でシステム情報を受信し、必要とされる測定を行う。「アクティブ化されたセル（Activa
ted cells）」は、ＵＥが送受信を行う構成されたセルである。すなわち、アクティブ化
されたセルは、ＵＥが物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink co
ntrol channel）をモニターする対象となるセルであり、下りリンク伝送の場合には、Ｕ
Ｅが物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）を
復号する対象となるセルである。「非アクティブ化されたセル（Deactivated cells）」
は、ＵＥが伝送ＰＤＣＣＨをモニターしていない構成されたセルである。留意すべきは、
「セル」が様々な次元の観点から記載されることである。例えば、「セル」は、時間特性
、空間（例えば、幾何形状）特性および周波数特性を有する。
【００２６】
　３ＧＰＰ仕様において、キャリアアグリゲーションは、典型的に、１以上のキャリアの
同時利用を指す。一例において、キャリアアグリゲーションは、ＵＥに利用可能な有効バ
ンド幅を増加させるために用いられる。キャリアアグリゲーションの１つのタイプは、バ
ンド間キャリアアグリゲーション（intra-band carriers aggregation）である。バンド
間キャリアアグリゲーションでは、複数のバンドからの複数のキャリアがアグリゲートさ
れる。例えば、第１のバンド（例えば、８００ＭＨｚ）におけるキャリアが第２のバンド
（例えば、２．６ＧＨｚ）におけるキャリアとアグリゲートされる。
【００２７】
　キャリアアグリゲーションの拡張においては、（例えば、異なるバンドにおけるセルま
たはコンポーネント・キャリア（ＣＣ：component carrier）が異なるＵＬ－ＤＬ構成を
有する）異なる時分割多重（ＴＤＤ：time division duplex）上り下りリンク（ＵＬ－Ｄ
Ｌ）構成がバンド間アグリゲーションに用いられる。異なるＴＤＤ構成を用いたキャリア
アグリゲーションは、バンド間キャリアアグリゲーションと呼ばれる。
【００２８】
　バンド間キャリアアグリゲーションでは、ＵＥが、１つのバンドにおける１つのセルで
送信し、同時に別のバンドにおける別のセルで受信できるように、全二重がサポートされ
る。全二重のサポートによって、上りリンク・スケジューリングおよび上りリンク伝送は
、各バンドで独立に行われる。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ：automatic repe
at request）インジケータ・チャネル（ＰＨＩＣＨ（physical hybrid ARQ indication c
hannel））または物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）での肯定応答／否定応答（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックも、各キャリアによって扱うことができる。しかしな
がら、現行の仕様（例えば、３ＧＰＰリリース１０）では、上りリンク送信（reporting
）は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）のみで行われる。これは、将来（例えば、３ＧＰＰ
リリース１１において）、変更されるかもしれず、あるいは変更されないかもしれない。
異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリアアグリゲーションに関する現行の仕様（
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例えば、３ＧＰＰリリース１０）の下では、異なるＵＬ－ＤＬ構成を持つセカンダリセル
（ＳＣｅｌｌ）の上りリンク送信（reporting）は行われない。そのため、異なるＴＤＤ
　ＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリアアグリゲーションに関して、下りリンク伝送
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫをアグリゲートして送信（report）するいくつかの新しいルー
ルを規定する必要がある。
【００２９】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、異なるセルで異なるＵＬ－ＤＬ構成が用
いられるときの上りリンク送信（reporting）に用いられる。さらに、本明細書に開示さ
れるシステムおよび方法は、異なるバンドにおける複数のセルから、物理上りリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）または物理上りリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）で送信（report）する１つの
上りリンクに、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）レポートを多重化およびアグリゲートする
ために用いられる。ＵＣＩの一例は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫレポーティング（例えば、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫビット）である。
【００３０】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、上りリンク送信（reporting）用のセル
における上りリンク・サブフレームを選択するために用いられる。本明細書に開示される
システムおよび方法は、サブフレーム領域マッピングに基づくＡＣＫ／ＮＡＣＫの多重化
および送信（reporting）にも用いられる。加えて、本明細書に開示されるシステムおよ
び方法は、ＰＣｅｌｌ上りリンク構成に基づくＡＣＫ／ＮＡＣＫの多重化および送信（re
porting）に用いられる。本明細書に開示されるシステムおよび方法は、最大上りリンク
割当てを持つセルに基づくＡＣＫ／ＮＡＣＫの多重化および送信（reporting）にも用い
られる。加えて、本明細書に開示されるシステムおよび方法は、複数（例えば、いくつか
、すべて）のセルのアグリゲートされた上りリンク割当てを持つセルに基づくＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫの多重化および送信（reporting）に用いられる。
【００３１】
　３ＧＰＰ仕様（例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１）では、様々な下りリンクおよ
び上りリンク・トラフィック比を実現するために、７つのＵＬ－ＤＬ構成が規定されてい
る。これらの割当ては、４０％から９０％の間のサブフレームを下りリンク信号に割当て
ることができる。
【００３２】
　留意すべきは、サブフレーム・アソシエーションが、「上り下りリンク・アソシエーシ
ョン」と呼ばれ、上りリンクから下りリンクへのサブフレーム・アソシエーションおよび
／または下りリンクから上りリンクへのサブフレーム・アソシエーションを含むことであ
る。アソシエーションの例は、下りリンク・サブフレーム物理下りリンク制御チャネル（
ＰＤＣＣＨ）の、上りリンク・サブフレームにおける上りリンク電力制御へのアソシエー
ション、下りリンク・サブフレーム物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の、上り
リンク・サブフレームにおける物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）割当てへのア
ソシエーション、下りリンク・サブフレーム（単数または複数）での物理的下りリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）伝送に対する、上りリンク・サブフレーム（単数または複数）
上での肯定応答および否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックのアソシエーション
、上りリンク・サブフレーム（単数または複数）での物理上りリンク共有チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）伝送（単数または複数）に対する、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）
インジケータ・チャネル（ＰＨＩＣＨ）または物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）での肯定応答および否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックのアソシエーション
などを含む。
【００３３】
　ＬＴＥ－ＴＤＤフレーム構造および上り下りリンク構成は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２
１１［１］に示される。下りリンクから上りリンクへの切り替えポイント周期が５ミリ秒
（ｍｓ）、１０ｍｓであるどちらの上り下りリンク構成もサポートされる。現行のＬＴＥ
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－ＴＤＤシステムには、規格に指定された７つのＵＬ－ＤＬ構成（例えば、構成０～６）
がある。
【００３４】
　構成ｚｅｒｏ（例えば、“０”）は、（ＵＬサブフレームにとって現行の最大割当てで
ある）６つの上りリンク（ＵＬ）サブフレームの割当てを持つ５ｍｓ構成である。構成０
の２つの無線フレームの実例が下の表１に示される。以下に示される表では、「Ｄ」は下
りリンク・サブフレームを示し、「Ｕ」は上りリンク・サブフレームを示し、「Ｓ」はス
ペシャル・サブフレームを示す。
【００３５】
【表１】

【００３６】
　構成ｏｎｅ（例えば、“１”）は、４つのＵＬサブフレームを持つ５ｍｓ構成である。
構成１の２つの無線フレームの実例が下の表２に示される。
【００３７】
【表２】

【００３８】
　構成ｔｗｏ（例えば、“２”）は、２つのＵＬサブフレームを持つ５ｍｓ構成である。
構成２の２つの無線フレームの実例が下の表３に示される。
【００３９】

【表３】

【００４０】
　構成ｔｈｒｅｅ（例えば、“３”）は、（現行の１０ｍｓ構成にとって最大数の上りリ
ンク・サブフレームである）３つのＵＬサブフレームを持つ１０ｍｓ構成である。構成３
の２つの無線フレームの実例が下の表４に示される。
【００４１】

【表４】

【００４２】
　構成ｆｏｕｒ（例えば、“４”）は、２つのＵＬサブフレームを持つ１０ｍｓ構成であ
る。構成４の２つの無線フレームの実例が下の表５に示される。
【００４３】
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【００４４】
　構成ｆｉｖｅ（例えば、“５”）は、１つのＵＬサブフレームを持つ１０ｍｓ構成であ
る。構成５の２つの無線フレームの実例が下の表６に示される。
【００４５】

【表６】

【００４６】
　構成ｓｉｘ（例えば、“６”）は、５つのＵＬサブフレームを持つ５ｍｓ構成である。
構成６の２つの無線フレームの実例が下の表７に示される。
【００４７】
【表７】

【００４８】
　（例として、ＬＴＥ－ＴＤＤにおける）アソシエーションの例は、ＰＤＣＣＨの上りリ
ンク・サブフレームの上りリンク電力制御に対するアソシエーションや、ＰＤＣＣＨの上
りリンク・サブフレームにおける物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）割当てに対
するアソシエーションや、上りリンク・サブフレーム（単数または複数）上での下りリン
ク伝送のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのアソシエーションや、ＰＨＩＣＨまたはＰＤ
ＣＣＨでの上りリンク伝送のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックなどを含む。
【００４９】
　明確にするために、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられるフレ
ーム構造の一例が、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１から以下のように示される。このフレ
ーム構造は、時分割多重（ＴＤＤ：time-division duplexing）アプローチに適用可能で
ある。各フレームは、Ｔｆ＝３０７２００Ｔｓ＝１０ミリ秒（ｍｓ）の長さを有し、ここ
でＴｆは無線フレーム持続時間であり、Ｔｓは１／（１５０００×２０４８）秒に等しい
時間単位である。フレームは、それぞれが１５３６００Ｔｓ＝５ｍｓの長さを有する、２
つの半フレーム（half-frames）を含む。各半フレームは、それぞれが３０７２０Ｔｓ＝
１ｍｓの長さを有する、５つのサブフレームを含む。いくつかのＵＬ－ＤＬフレーム構成
が下の表８に示される。
【００５０】
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【表８】

【００５１】
　表８では、無線フレームにおける各サブフレームに関して、「Ｄ」は下りリンク伝送の
ために予約（確保）された（reserved）サブフレームを示し、「Ｕ」は上りリンク伝送の
ために予約されたサブフレームを示し、「Ｓ」は３つのフィールド：下りリンク・パイロ
ット時間スロット（ＤｗＰＴＳ：downlink pilot time slot）、ガード期間（ＧＰ：guar
d period）および上りリンク・パイロット時間スロット（ＵｐＰＴＳ：uplink pilot tim
e slot）を持つスペシャル・サブフレームを示す。ＤｗＰＴＳおよびＵｐＰＴＳの長さは
、ＤｗＰＴＳ、ＧＰおよびＵｐＰＴＳの全長が３０７２０Ｔｓ＝１ｍｓであることを前提
として、（３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１の表４．２－１からのものである）表９に示さ
れる。表９は、（標準的）スペシャル・サブフレームのいくつかの構成を示す。各サブフ
レームｉは、各サブフレームにおける長さがＴｓｌｏｔ＝１５３６０Ｔｓ＝０．５ｍｓの
２つのスロット２ｉおよび２ｉ＋１として定義される。表９では、便宜上、「サイクリッ
クプレフィックス」は「ＣＰ」と略記され、「構成」は「Ｃｏｎｆｉｇ」と略記される。
【００５２】

【表９】

【００５３】
　下りリンクから上りリンクへの切り替えポイント周期が５ｍｓ、１０ｍｓであるどちら
のＵＬ－ＤＬ構成もサポートされる。下りリンクから上りリンクへの切り替えポイント周
期が５ｍｓの場合、スペシャル・サブフレームは、両方の半フレームに存在する。下りリ
ンクから上りリンクへの切り替えポイント周期が１０ｍｓの場合、スペシャル・サブフレ
ームは、第１の半フレームだけに存在する。サブフレーム０および５ならびにＤｗＰＴＳ
は、下りリンク伝送のために確保される。ＵｐＰＴＳ、およびスペシャル・サブフレーム
のすぐ後に続くサブフレームは、上りリンク伝送のために予約される。複数のセルがアグ
リゲートされる場合、ＵＥは、すべてのセルにわたってＵＬ－ＤＬ構成が同じであると想
定し、異なるセルにおけるスペシャル・サブフレームのガード期間が少なくとも１４５６
Ｔｓの重なりを有すると想定する。
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【００５４】
　ＵＬ－ＤＬ構成は、サブフレーム割当ておよびｓｐｅｃｉａｌＳｕｂｆｒａｍｅＰａｔ
ｔｅｒｎｓを含む情報要素（ＩＥ：information element）ＴＤＤ－Ｃｏｎｆｉｇによっ
て定義されるＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１（ＳＩＢ１）の
一部である。ＳＩＢ１は、論理チャネルとしてブロードキャスト制御チャネルで送信され
る。
【００５５】
　キャリアアグリゲーションに関する現行の仕様（例えば、３ＧＰＰリリース１０）では
、すべてのアグリゲートされるセルに同じＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成が必要とされる。加え
て、このＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、ＰＣｅｌｌのみから得られる。ＴＳ　３６．３３１
　５．２．２．１［３］節では以下のように示される。
【００５６】
　「ＵＥは、システム情報取得（system information acquisition）を適用して、ＰＣｅ
ｌｌに関するモニター手順のみを変更する。ＳＣｅｌｌに関して、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、Ｓ
Ｃｅｌｌを追加するときに、専用シグナリングを通じて、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状
態での動作に関連するすべてのシステム情報を提供する。構成されたＳＣｅｌｌに関連す
るシステム情報の変更の際に、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、当該セルをリリースし、その後追加す
る。これは、単一のＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセ
ージを用いて行われる。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、専用シグナリングを通じて、当該ＳＣｅｌｌ
でブロードキャストされるのとは異なるパラメータ値を構成することができる」。
【００５７】
　キャリアアグリゲーション拡張の３ＧＰＰ議論では、異なるバンドにおける異なるＴＤ
Ｄ　ＵＬ－ＤＬ構成へのサポートが考慮される。異なるＴＤＤ構成を用いたキャリアアグ
リゲーションは、バンド間キャリアアグリゲーションとも呼ばれる。ヘテロジニアスネッ
トワーク・シナリオにおけるキャリアアグリゲーションは、異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構
成への重要なインセンティブである。ヘテロジニアスネットワークでは、１つのバンドに
おけるピコセルが、他のバンドにおけるマクロセルとは大きく異なるＵＬ－ＤＬトラフィ
ック負荷を有する。かかる状況は、異なるＵＬ－ＤＬ構成を必要とする。ＰＣｅｌｌは、
マクロセルまたはピコセルで構成される。
【００５８】
　キャリアアグリゲーションの一構成では、同じｅＮＢスケジューラが、ＰＣｅｌｌおよ
びＳＣｅｌｌ（単数または複数）のリソースを管理すると想定する。従って、スケジュー
ラは、各セルの実際の構成を知ることができる。ＵＥも、各アグリゲートされたセルの実
際のＵＬ－ＤＬ構成を通知される。これは、ＵＥがＰＣｅｌｌとは異なるＵＬ－ＤＬ構成
を有する場合に特に当てはまる。
【００５９】
　３ＧＰＰ仕様ミーティング（例えば、ＲＡＮ１＃６６）において、次のことが合意され
た。「異なるバンドにおける異なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成のサポートが指定された場合
、ＵＥは、アグリゲートされるＣＣ毎の実際のＵＬ－ＤＬ構成を通知されることになろう
。リリース１０のシグナリングがいかに修正されるかにもよるが、同じバンドにおけるＣ
Ｃは、確実に同じ構成を持つようにしなければならないことに留意すべきである［５］」
。さらに、いかなる新しいＵＬ－ＤＬ構成も導入されるべきではないことが合意された（
例えば、ＲＡＮ１＃６６）。
【００６０】
　ＰＣｅｌｌとは異なるバンドにおけるＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成を得るために、２つ
の方法が用いられる。１つの方法は、既存の専用シグナリングの再利用である。例えば、
異なるバンドにおけるＳＣｅｌｌに関して、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＳＣｅｌｌを追加すると
きに、専用シグナリングを通じて、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態での動作に関連する
すべてのシステム情報を提供する。構成されたＳＣｅｌｌに関連するシステム情報の変更
の際には、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、当該ＳＣｅｌｌをリリースし、その後追加する。これは、
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単一のＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを用いて
行われる。別の方法では、異なるバンドにおけるＳＣｅｌｌが追加されるとき、ＵＥは、
そのバンドにおけるアンカーセル、もしくはスペシャルＳＣｅｌｌ、またはセカンダリＰ
Ｃｅｌｌ、あるいはバンドＰＣｅｌｌによってセットアップされ、各バンドのＰＳＳ／Ｓ
ＳＳおよびＢＣＨからシステム情報を取得する。これは、ＵＥによるさらに多くのモニタ
リングを必要とする。
【００６１】
　バンド間キャリアアグリゲーションに関して、各バンドは、それ自体の電力増幅器およ
びフィルタを有する。このように、１つのバンドにおけるセルで伝送し、同時に異なるバ
ンドにおける別のセルで受信するために、全二重がサポートされる。
【００６２】
　上りリンクと下りリンクとのアソシエーションには、４つの基本的な機能がある。詳細
は、ＴＳ３６．２１３に見られる［２］。下りリンク伝送およびスケジューリング：ＰＤ
ＣＣＨでＰＤＳＣＨ割当てが与えられ、同じサブフレームでＰＤＳＣＨ伝送が実行される
。上りリンク伝送スケジューリングまたは上りリンク・グラント：ＵＥは、ＵＥを対象と
するサブフレームｎでの上りリンクＤＣＩフォーマットを持つＰＤＣＣＨの検出および／
またはＰＨＩＣＨ伝送の際に、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨ情報に従って、サブフレーム
ｎ＋ｋで、対応するＰＵＳＣＨ伝送を調整するものとし、ｋは、ＴＳ３６．２１３の表８
－２に示される。上りリンク伝送に対する下りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック：
在圏セルｃからスケジューリングされたサブフレームｎでのＰＵＳＣＨ伝送に関して、Ｕ
Ｅは、サブフレームｎ＋ｋＰＨＩＣＨにおける在圏セルｃの対応するＰＨＩＣＨリソース
を確定するものとし、ｋＰＨＩＣＨは、ＴＤＤに関してＴＳ３６．２１３の表９．１．２
－１に示される。代わりに、ＰＤＣＣＨは、新しいデータ伝送または再伝送の新しい上り
リンク・グラントを示すことによって、ＰＨＩＣＨをオーバライドできる。下りリンク伝
送に対する上りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック：下りリンク・アソシエーション
・セットからのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが、ＰＵＣＣＨで、または上りリンク・サブフレ
ームにおいてＵＥにＰＵＳＣＨが割当てられていればＰＵＳＣＨで送信（report）される
。下りリンク・アソシエーション・セットは、ＴＳ３６．２１３の表１０．１．３．１－
１に示されるように、下の表１０として示されるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成に依存する。キ
ャリアアグリゲーションを含むリリース１０では、複数の在圏セルのＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ットが多重化および／またはバンドルされ、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ伝送を用いてＰ
Ｃｅｌｌのみで送信（report）される。
【００６３】
【表１０】

【００６４】
　全二重のサポートによって、上りリンク・スケジューリングおよび上りリンク伝送は、
各バンドで独立に実行される。ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨでのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィー
ドバックも、各キャリアによって扱うことができる。異なる構成は、異なる上りリンク・
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スケジューリング・アソシエーションを有するので、上りリンク伝送に関するクロスキャ
リア・スケジューリングは機能しない。しかしながら、下りリンク伝送に関するクロスキ
ャリア・スケジューリングは、両方のセルが下りリンク割当てを有するサブフレームにお
いて用いることができる。さらに、セル毎に基づく既存のスケジューリングと競合しない
ようにアソシエーション・ルールが規定されていれば、上りリンク・スケジューリングも
用いることができる。一構成においては、異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリ
アアグリゲーションへの全二重のサポートによって、すべての下りリンク・シグナリング
ならびにＰＵＳＣＨおよびＰＤＳＣＨ伝送を扱うことができる。
【００６５】
　しかしながら、リリース１０の仕様では、上りリンク送信（reporting）は、ＰＣｅｌ
ｌのみで行われる。異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリアアグリゲーションに
関して、ＰＣｅｌｌがサブフレームに下りリンク割当てを有し、ＳＣｅｌｌが上りリンク
割当てを有する場合、異なるＵＬ－ＤＬ構成を持つＳＣｅｌｌの上りリンク送信（report
ing）は行われない。逆に、ＰＣｅｌｌが上りリンクによって構成され、ＳＣｅｌｌが下
りリンク割当てによって構成されたサブフレームでは、その所定のサブフレームに、ＳＣ
ｅｌｌでのＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のための上りリンク・アソシエーションがないので、Ｓ
ＣｅｌｌからのＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＰＣｅｌｌで送信（report）されない。
【００６６】
　同様に、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは、チャネル状態情報（ＣＳＩ：channel state 
information）のフィードバックにも用いられる。リリース１０では、ＣＳＩ送信（repor
ting）は、セル毎に独立にスケジューリングされるが、ＰＣｅｌｌのみがＣＳＩ送信（re
porting）を行う。従って、ＡＣＫ／ＮＡＣＫとＣＳＩ送信（reporting）との間に衝突が
発生することがある。全二重のサポートによって、上りリンク送信（reporting）の問題
を解決するためのいくつかのアプローチを考えることができる。
【００６７】
　アプローチ１：１つのアプローチでは、各バンドは、アンカーセルを有する（例えば、
１つのバンドでＰＣｅｌｌ、異なるバンドでＳＣｅｌｌが、その所定のバンドのためのス
ペシャルＳＣｅｌｌ（ＳＳＣｅｌｌ）、セカンダリＰＣｅｌｌ（ＳＰＣｅｌｌ）またはプ
ライマリセカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ）として機能する）。このように、ＰＵＣＣＨま
たはＰＵＳＣＨでのＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は、各バンドのすべての在圏セ
ルに関してＳＳＣｅｌｌ、ＳＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌで行われる。バンドにおける
すべての在圏セルは、同じＵＬ－ＤＬ構成を有するので、既存のＵＬ－ＤＬアソシエーシ
ョンにおけるいかなるコンフリクトもない。しかしながら、バンド間アグリゲーションが
用いられる場合、このアプローチは、複数のＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ送信（reportin
g）を必要とする。たとえ異なるバンドに同じＵＬ－ＤＬ構成が用いられたとしても、複
数のＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ送信（reporting）が必要である。
【００６８】
　アプローチ２：別のアプローチでは、同じＵＬ－ＤＬ構成を持つセルからなる各グルー
プは、アンカーセルを有する（例えば、１つのグループでＰＣｅｌｌ、異なるＵＬ－ＤＬ
構成を持つ異なるバンドでＳＣｅｌｌが、その所定のＵＬ－ＤＬ構成グループのためのＳ
ＳＣｅｌｌ、ＳＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌとして機能する）。このように、ＰＵＣＣ
ＨまたはＰＵＳＣＨでのＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は、ＵＬ－ＤＬ構成グルー
プ毎に実行される。留意すべきは、異なるバンドにおけるセルが同じＵＬ－ＤＬ構成を有
すれば、ＵＬ－ＤＬ構成グループがそれらのセルを含むことである。グループにおけるす
べての在圏セルは、同じＵＬ－ＤＬ構成を有するので、既存のＵＬ－ＤＬアソシエーショ
ンにおけるいかなるコンフリクトもない。異なるＵＬ－ＤＬ構成によるバンド間アグリゲ
ーションが用いられる場合、やはり、このアプローチも、複数のＰＵＣＣＨまたはＰＵＳ
ＣＨ送信（reporting）を必要とする。
【００６９】
　アプローチ３：別のアプローチでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫおよびＣＳＩのＰＵＣＣＨまた
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はＰＵＳＣＨ送信（reporting）は、ＰＣｅｌｌのみで行われる。これは、現行の仕様（
例えば、３ＧＰＰリリース１０）と一貫性がある。異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド
間キャリアアグリゲーションに関して、ＰＣｅｌｌがサブフレームに下りリンク割当てを
有し、ＳＣｅｌｌが上りリンク割当てを有する場合、異なるＵＬ－ＤＬ構成を持つＳＣｅ
ｌｌの上りリンク送信（reporting）は送信できない。それゆえに、異なるＵＬ－ＤＬ構
成を用いたバンド間キャリアアグリゲーションに関して、下りリンク伝送に対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫをアグリゲートして送信（report）するいくつかの新しいルールを規定する必
要がある。
【００７０】
　アプローチ４：さらに別のアプローチでは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ送信（report
ing）は、在圏セルで行われる。在圏セルは、ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌとし、あるい
は上りリンク・サブフレーム毎にＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ（単数または複数）を組み合わ
せるものとする。例えば、在圏セルは、第１の上りリンク・サブフレームではＰＣｅｌｌ
であり、第２の上りリンク・サブフレームではＳＣｅｌｌである（例えば、これらの第１
の上りリンク・サブフレームおよび第２の上りリンク・サブフレームが同じ無線フレーム
に発生する）。この場合でも、異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリアアグリゲ
ーションに関して、下りリンク伝送に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫをアグリゲートして送信（
report）するいくつかの新しいルールを規定する必要がある。
【００７１】
　多くの場合、各セルのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットは、セルの実際のＰＤＳＣＨ伝送に依存
する。セルでＵＥに対するＰＤＳＣＨ伝送がなにもスケジューリングされていなければ、
その所定のセルに関する上りリンク送信（report）のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックは
なされない。セルで送信（report）すべきＡＣＫ／ＮＡＣＫビットがあれば、セルが送信
（reporting）参照構成（例えば、ＰＣｅｌｌ構成）と異なる構成を有する場合、そのセ
ルに関してレポート・アソシエーションのルールを規定する必要がある。
【００７２】
　本明細書に記載されるシステムおよび方法は、アプローチ３およびアプローチ４に示さ
れる上りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫの多重化および送信（reporting）に関する。特に、異
なるＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成を持つセルでの下りリンク伝送に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ットをいかにアグリゲートするかに関するアプローチが記載されている。
【００７３】
　アプローチ３によって、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ送信（reporting）は、ＰＣｅｌ
ｌのみで行われる。ＳＣｅｌｌがＰＣｅｌｌとは異なる構成を有するとき、下りリンク伝
送のＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は、異なるアソシエーションを有する。このよ
うに、ＳＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌにおける異なるサブフレーム・インデックスからのＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫは、ＰＣｅｌｌでもＳＣｅｌｌでも同じ上りリンク・サブフレームに関連
付けられる。さらに、サブフレームがＰＣｅｌｌでは下りリンク、ＳＣｅｌｌでは上りリ
ンクで構成されている場合がある。従って、既存のＳＣｅｌｌアソシエーションが用いら
れた場合、ＳＣｅｌｌにおいて関連付けられたＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＰＣｅｌｌで送信（
report）することができない。したがって、異なるＵＬ－ＤＬ割当てを持つセルでの下り
リンク伝送に関して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットをアグリゲートするための新しいルールを
開発する必要がある。
【００７４】
　１つのアソシエーション・マッピング・アプローチでは、すべてのＵＬ－ＤＬ構成に同
じアソシエーション・マッピングを適用することができる。例えば、異なるＵＬ－ＤＬ構
成の上りリンク送信（reporting）のために、ＵＬ－ＤＬ構成毎にアソシエーション領域
が定義される。アソシエーション領域は、参照構成から導出される。
【００７５】
　ＰＣｅｌｌのみの送信（reporting）の場合、参照構成は、ＰＣｅｌｌ構成とする。従
って、適用されるアソシエーション領域は、ＰＣｅｌｌに関する同じＡＣＫ／ＮＡＣＫア
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ソシエーションを維持する。アソシエーション領域は、ＳＣｅｌｌにおける異なるＵＬ－
ＤＬ構成から可能な下りリンク伝送アソシエーションを追加して、それらをＰＣｅｌｌの
上りリンク・サブフレームに関連付ける。ＳＣｅｌｌに関して、各アソシエーション領域
におけるＳＣｅｌｌのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが取得されて、ＰＣｅｌｌにおいて関連付
けられた上りリンクで送信（report）される。
【００７６】
　このアプローチは、多くの利点を有する。例えば、このアプローチは、参照構成に基づ
く簡易かつ統一的なアソシエーション・マッピングを提供するので有利である。このアプ
ローチは、また、上りリンク送信（reporting）用の固定セルが後方互換性を可能にする
ので有利である。加えて、このアプローチは、ＳＣｅｌｌのアクティブ化（例えば、ＳＣ
ｅｌｌの追加）または非アクティブ化（例えば、ＳＣｅｌｌの除去）に伴うマッピングの
変化がなにもないので有利である。さらに、このアプローチは、ＳＣｅｌｌの再構成に伴
うマッピングの変化（例えば、ＳＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成における変化）がなにもない
ので有利である。
【００７７】
　修正された下りリンク・アソシエーション・セットのインデックスは、下の表１１に示
される。新しく追加されたアソシエーションは、括弧内に記載され、参照セル、すなわち
、この場合にはＰＣｅｌｌのＵＬ－ＤＬ構成の既存のアソシエーションの後に追加される
。このように、ＰＣｅｌｌに関して、このアソシエーションは、現行の仕様（例えば、３
ＧＰＰリリース８、９および１０）と同じである。追加されたアソシエーションは、ＰＣ
ｅｌｌの送信（reporting）には適用されず、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの順序付けは、既
存のルールに従う。追加されたアソシエーションは、ＳＣｅｌｌの送信（reporting）に
適用される。それに対して、ＰＣｅｌｌからの既存のアソシエーションのいくつかは、Ｓ
Ｃｅｌｌには適用されない。それゆえに、ＳＣｅｌｌに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫビットは
、ＳＣｅｌｌ構成には適用不可能なビットを除去し、追加されたアソシエーションにおけ
る適用可能なビットを含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの順序付けは、表１１に示されるセ
ット・インデックスの順序に従う。
【００７８】

【表１１】

【００７９】
　ＰＣｅｌｌでのＡＣＫ／ＮＡＣＫレポーティングは、ＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌ（単
数または複数）のアグリゲートされたＡＣＫ／ＮＡＣＫビットとする。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
アグリゲーションは、セル順序付けにより（例えば、セルインデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ
）により）各在圏セルのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを多重化することによって実行される。
ＰＣｅｌｌは、セルインデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）０を有するので、ＰＣｅｌｌのＡＣ
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Ｋ／ＮＡＣＫビットが最初にある。ＳＣｅｌｌ（単数または複数）のＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ットは、各セルのセル順序付けに基づいて添付される。例えば、小さい方のＣｅｌｌ＿Ｉ
Ｄを持つＳＣｅｌｌのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットは、大きい方のＣｅｌｌ＿ＩＤを持つＳＣ
ｅｌｌのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットより前に添付される。各セルの、および／または、セル
を超えたＡＣＫ／ＮＡＣＫバンドリングは、構成またはシグナリングに依存して、適用さ
れてもよく、されなくてもよい。
【００８０】
　このアプローチでは、ＵＥにとってＰＣｅｌｌが最も重要なセルである。ＵＥは、ＰＣ
ｅｌｌにキャンプオンして、そこからシステム情報を取得する。ＰＣｅｌｌのみの解決法
は、ＵＥモニタリングを簡易にする。本提案のＡＣＫ／ＮＡＣＫアソシエーション・アプ
ローチは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫマッピングを統一する。このように、すべてのセルのＡＣＫ
／ＮＡＣＫビットがＰＣｅｌｌでの上りリンク送信（reporting）へ分配される。
【００８１】
　このアプローチは、上りリンク・モニタリングの簡易さ、後方互換性、および同じ上り
リンク送信（reporting）の一致を維持する能力があるため有利である。このアプローチ
は、ＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌ（単数または複数）が任意のＵＬ－ＤＬ構成を有しても
よいので有利である。
【００８２】
　いくつかの場合、ネットワークは、ＵＬ－ＤＬ構成の可能な組み合わせを制限する。場
合によっては、ＰＣｅｌｌは、常にＳＣｅｌｌと同じか、あるいはより短い周期を有さな
くてはならない。そのため、ＰＣｅｌｌが５ｍｓ周期を有する場合、ＳＣｅｌｌは５ｍｓ
または１０ｍｓ周期を有する。一方で、ＰＣｅｌｌが１０ｍｓ周期を有する場合、ＳＣｅ
ｌｌも１０ｍｓ周期を有する。別の場合、ＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌ（単数または複数
）は、常に同じ周期設定を用いなくてはならない。
【００８３】
　参照セル（例えば、ＰＣｅｌｌ）に基づくアソシエーション領域の使用は、異なるＵＬ
－ＤＬ構成を持つ他のセルから上りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫレポート・ビットを収集する
ための、簡易なマッピング・アプローチを提供する。しかしながら、アソシエーション領
域を使用すると、異なる上りリンク・サブフレームへのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの分配が
不均衡になることがある。例えば、ＰＣｅｌｌがＵＬ－ＤＬ構成３を有し、ＳＣｅｌｌが
ＵＬ－ＤＬ構成２を有する場合には、ＳＣｅｌｌからマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ビットの数は、上りリンク・サブフレーム２、３、４に対してそれぞれ５、１、２である
。ネットワークは、不均衡なＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの分配を扱うことが困難な場合もあ
る。
【００８４】
　別のアソシエーション・マッピング・アプローチでは、セルに関するアソシエーション
・マッピングが、参照セルにおける上りリンク・サブフレームの数に基づく。一構成にお
いて、参照セルは、ＰＣｅｌｌである。ある構成に関するマッピング・ル－ルは、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫビットを、できるだけ均等に（例えば、バランスを取って）参照セル構成の上
りリンク・サブフレームへ分配することを含む。ある構成に関するマッピング・ルールは
、スペシャル・サブフレームに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを、各上りリンク・サブフ
レーム上にマッピングされたＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの終わりに置くことも含む。これは
、スペシャル・サブフレームの下りリンク割当てが少なく、ＰＤＳＣＨ伝送に用いられそ
うにないためである。さらに、ある構成に関するマッピング・ルールは、下りリンク伝送
と、対応する上りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫレポートとの間の距離が、少なくとも４ミリ秒
（例えば、４サブフレーム）を必要とすることを含む。
【００８５】
　アソシエーション・マッピングは、すべての下りリンク伝送から上りリンクへのマッピ
ングに関する全マッピング距離を最小化することによって改善される（例えば、「最適化
される」）。アソシエーション・マッピングは、アソシエーションに関する（例えば、ア



(21) JP 2014-528658 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

ソシエーション毎の）マッピング距離を最小化することによっても改善される（例えば、
「最適化される」）。このため、いくつかの他のアソシエーションにとってはマッピング
距離がさらに長くなってしまう場合もある。
【００８６】
　異なる参照構成を持つ各ＵＬ－ＤＬ構成のマッピングは、新しいアソシエーション表に
て提供されるか、または示される。アソシエーションには多くの可能な組み合わせがある
。一構成において、上記の領域マッピングからのアソシエーションは、できるだけ多く再
利用される。かかる構成では、極めて不均等に分配されたビットを持つ構成のみが再定義
される。しかしながら、どの表が用いられても、参照セルのＵＬ－ＤＬ構成に基づいて固
定アソシエーションを定義する原則は変わらない。それゆえに、アソシエーション表が合
意され、規格（例えば、３ＧＰＰリリース１１）に指定されている。このアプローチでは
、新しいアソシエーションが、参照セル構成に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットをすべ
ての上りリンク・マッピング・サブフレームに、より均等に分配する。
【００８７】
　上記のアプローチ４では、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ送信（reporting）は、任意の
サブフレーム番号における１つの在圏セルのみで行われる。在圏セルは、ＰＣｅｌｌ、Ｓ
Ｃｅｌｌ、またはＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌ（単数または複数）の組み合わせとする。
例えば、在圏セルは、１つの上りリンク・サブフレームではＰＣｅｌｌであり、別の上り
リンク・サブフレームではＳＣｅｌｌである。ある上りリンク・サブフレームで在圏セル
がＰＣｅｌｌであるかＳＣｅｌｌであるかに係わらず、在圏セルの上りリンク・サブフレ
ームで送信（reporting）が行われる。
【００８８】
　１つのアプローチでは、上りリンク・サブフレーム毎にＰＣｅｌｌおよびＳＣｅｌｌ（
単数または複数）を組み合わせることが用いられる。このアプローチでは、あるサブフレ
ームにいずれかの在圏セルが上りリンク割当てを有すれば、上りリンク送信（reporting
）アソシエーションが存在する。上りリンク送信（reporting）セルは、上りリンク・サ
ブフレーム毎にセルインデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）の順序に基づいて決定される。ＰＣ
ｅｌｌは、常に最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤ（例えば、０）を有する。ＰＣｅｌｌに上りリンク・
サブフレームを持つサブフレームでは（例えば、ＰＣｅｌｌが最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを有す
るので）、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）は、ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ
で送信（report）される。ＰＣｅｌｌに下りリンク・サブフレームを持ち、１つ以上のＳ
Ｃｅｌｌに上りリンク・サブフレームを持つサブフレームでは、ＵＣＩは、ＳＣｅｌｌの
ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨで送信（report）される。複数のＳＣｅｌｌが同じサブフレ
ームに上りリンク・サブフレームを有する場合には、最小セルインデックス（Ｃｅｌｌ＿
ＩＤ）を持つＳＣｅｌｌにおける上りリンク・サブフレームが用いられる。このように、
在圏セルは、事実上、組み合わされたＵＬ－ＤＬ構成（単数または複数）からなるスーパ
ーセットＵＬ－ＤＬ構成を定義する。例えば、スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成は、サブフ
レームにおけるいずれかのセルが上りリンク・サブフレームを有すれば、上りリンク割当
てを有する。この場合もやはり、異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリアアグリ
ゲーションに関して、下りリンク伝送に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫをアグリゲートして送信
（report）するいくつかの新しいルールが規定される必要がある。
【００８９】
　一構成において、ＡＣＫ／ＮＡＣＫアグリゲーションは、（例えば、３ＧＰＰリリース
８、９および１０におけるように）各セルに同じアソシエーションを維持させる。一例に
おいて、上りリンク・サブフレームを持つすべてのセルのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが、Ｃ
ｅｌｌ＿ＩＤの順序付けに基づいて一緒に多重化される。アグリゲートされたＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットは、選択されたセル（例えば、上りリンク送信（reporting）セル）の上り
リンク・サブフレームで送信（report）される。このアプローチは、上りリンクＡＣＫ／
ＮＡＣＫ送信（reporting）アソシエーションに関する後方互換性の利点を有する。この
アプローチの欠点は、異なる上りリンク・サブフレームにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫレポー
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トの変動的なペイロード・サイズである。例えば、１つだけのセルが上りリンク割当てを
有するサブフレームでは、１つだけのセルのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットが、ＰＵＣＣＨまた
はＰＵＳＣＨ　ＵＣＩレポートで運ばれる。しかしながら、複数のセルが上りリンク割当
てを有するサブフレームでは、これらのセルのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットがアグリゲートさ
れて、１つの選択されたセルにおけるＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ　ＵＣＩレポートで運
ばれる。従って、ＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードを持つ複数のセルでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ペイロードを持つ単一のセルに比べて、著しく大きいペイロードを生じうる。異なる上り
リンク・サブフレームにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロードの大きな変動は、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ性能の大きな変動をもたらす。結果として、ネットワークは、最高ペイロードでの
ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信（reporting）性能が満たされうるように設計されなければなら
ない。これは、セルカバレッジの範囲を必然的に減少させる。
【００９０】
　それゆえに、すべてのセルからのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを上りリンク送信（report）
へより均等に分配するアプローチが望ましい。このアプローチは、すべてのセルにおける
すべての上りリンク割当てを組み合わせることによってすべてのセルから導出されるスー
パーセット構成を定義する。ｔｗｏの場合、スーパーセットは、既存のＵＬ－ＤＬ構成に
はない割当てをもたらす。これらのＵＬ－ＤＬ構成は、現在存在しないので、これら２つ
の新しいスーパーセットＵＬ－ＤＬ構成に対応するすべてのアソシエーションが新しい。
【００９１】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットをより均等に分配するために、スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成
に基づく上りリンク・アソシエーションが参照セルとして用いられる。対応するＡＣＫ／
ＮＡＣＫビットが、次に、選択された上りリンク・サブフレームで伝送される。スーパー
セットＵＬ－ＤＬ構成とともに、前述のアソシエーション・マッピング・アプローチが用
いられてもよい。例えば、アソシエーション領域に基づくアソシエーションが用いられる
。別の例では、バランスの取れた分配に基づくアソシエーションが用いられる。
【００９２】
　異なる周期を持つＵＬ－ＤＬ構成がバンド間キャリアアグリゲーションに用いられる場
合、ＵＬ－ＤＬ構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ（例えば、“２＋３”）およびＵＬ－ＤＬ構成ｔ
ｗｏ＋ｆｏｕｒ（例えば、“２＋４”）が新しく追加された構成である。新しいスーパー
セットＵＬ－ＤＬ構成は、参照ＵＬ－ＤＬ構成として用いられる。一構成において、アソ
シエーション領域マッピング・アプローチが、スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成によるアソ
シエーション・マッピングに用いられる。別の構成では、より均等な分配マッピング・ア
プローチが、スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成による分配マッピングに用いられる。
【００９３】
　スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成を形成するためにＵＬ－ＤＬ構成２およびＵＬ－ＤＬ構
成３が組み合わされる場合、新しい上りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫレポート・アソシエーシ
ョンが定義される必要がある。アソシエーション領域に基づくアプローチにおいて、すべ
てのセルのサブフレーム３、４、５に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、次の無線フレームのサ
ブフレーム２における上りリンクで送信（report）される。同様に、すべてのセルのサブ
フレーム６、７に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、次の無線フレームのサブフレーム３におけ
る上りリンクで送信（report）される。加えて、すべてのセルのサブフレーム８、９に対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、次の無線フレームのサブフレーム４における上りリンクで送信
（report）される。さらに、すべてのセルのサブフレーム０、１に対するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋは、同じ無線フレームのサブフレーム７における上りリンクで送信（report）される。
【００９４】
　スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成を形成するためにＵＬ－ＤＬ構成２およびＵＬ－ＤＬ構
成４が組み合わされた場合、新しい上りリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫレポート・アソシエーシ
ョンが定義される必要がある。アソシエーション領域に基づくアプローチにおいて、すべ
てのセルのサブフレーム３、４、５に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、次の無線フレームのサ
ブフレーム２における上りリンクで送信（report）される。同様に、すべてのセルのサブ
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フレーム６、７、８に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、次の無線フレームのサブフレーム３に
おける上りリンクで送信（report）される。加えて、すべてのセルの現在の無線フレーム
におけるサブフレーム９ならびに次の無線フレームのサブフレーム０、１に対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫは、次の無線フレームのサブフレーム７における上りリンクで送信（report）
される。
【００９５】
　別の構成では、より均等な分配マッピング・アプローチが、スーパーセットＵＬ－ＤＬ
構成によるアソシエーション・マッピングに用いられる。異なる周期を持つＵＬ－ＤＬ構
成がバンド間キャリアアグリゲーションに用いられない場合、既存のＵＬ－ＤＬ構成（例
えば、ＵＬ－ＤＬ構成０～６）だけが用いられる必要がある。指定されないＵＬ－ＤＬ割
当ての使用を回避するために、すべてのバンドにおいて同じ周期設定が用いられる。いく
つかの構成においては、参照セルが確定される必要がある。いくつかの場合、１つだけの
セルが参照セルとして選択される。このセルは、ＰＣｅｌｌ、またはＳＣｅｌｌのセット
のうちの１つとする。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は、選択された参照セルに基
づく前述のアプローチ（例えば、アソシエーション領域に基づくマッピング、より均等な
分配に基づくマッピング）のいずれかに従う。参照セルを選択するためのいくつかのルー
ルが規定される。
【００９６】
　第１に、複数のセルが異なる周期（例えば、５ｍｓおよび１０ｍｓ周期の組み合わせ）
を有する場合、５ｍｓ周期を持つセルが参照セルとして選択される。これは、１０ｍｓ周
期の設定が５ｍｓ周期の遅延要件を満たすことができないためである。例えば、１つのバ
ンドにおける１つのセルが（例えば、５ｍｓ周期を有する）ＵＬ－ＤＬ構成２を持ち、別
のバンドにおける別のセルが（例えば、１０ｍｓ周期の）ＵＬ－ＤＬ構成４を持つ場合に
は、ＵＬ－ＤＬ構成２を持つセルが参照セルとして用いられるべきである。選択される参
照セルは、ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌｌとする。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は
、前述のアソシエーション・マッピング・アプローチの１つに従う。選択されるアソシエ
ーション・マッピング・アプローチは、選択される参照セルに基づくアプローチであり、
選択される参照セルで送信（report）される。
【００９７】
　第２に、同じ周期を持つセルのうちでは、より多くの上りリンク割当てを持つセルが参
照セルとして選択される。より多くの上りリンク割当てを持つＵＬ－ＤＬ構成は、より少
ない上りリンク割当てを持つＵＬ－ＤＬ構成に比べて、より低いＡＣＫ／ＮＡＣＫペイロ
ードを持つ送信（reporting）インスタンスを提供する。例えば、１つのバンドにおける
１つのセルが（例えば、２つのＵＬ割当てを持つ５ｍｓ周期の）ＵＬ－ＤＬ構成２を持ち
、別のバンドにおける別のセルが（例えば、１つのＵＬ割当てを持つ５ｍｓ周期の）ＵＬ
－ＤＬ構成１を持つ場合、（例えば、より大きいＵＬ割当てを持つ）ＵＬ－ＤＬ構成２を
持つセルが、参照セルとして用いられる。選択されるセルは、ＰＣｅｌｌまたはＳＣｅｌ
ｌとする。
【００９８】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は、選択された参照セルに基づく前述の割当てマ
ッピング・アプローチの１つに従う。アソシエーションは、アソシエーション領域マッピ
ングを用いることによって得られるか、またはより均等な分配マッピングを用いることに
よって得られる。
【００９９】
　一実装において、上りリンク送信（report）は、選択されたセルのみで行われる。この
アプローチは、上りリンク・チャネル・モニタリングを簡易にする。別の実装では、上り
リンク伝送（例えば、ＵＬサブフレーム）毎に上記の参照セル選択を実行する。参照セル
における上りリンク割当てに関して、実際の上りリンク送信（reporting）は、最小Ｃｅ
ｌｌ＿ＩＤを有する上りリンク・サブフレームを持つセルで行われる。最小Ｃｅｌｌ＿Ｉ
Ｄを持つセルは、参照セルと同じであることも、ないこともある。ＰＣｅｌｌは、常に最
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小Ｃｅｌｌ＿ＩＤ（例えば、Ｃｅｌｌ＿ＩＤ＝０）を有する。ＰＣｅｌｌに上りリンク・
サブフレームを持つサブフレームでは、ＵＣＩは、ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨまたはＰＵＳ
ＣＨで送信（report）される。ＰＣｅｌｌに下りリンク・サブフレームを持ち、１つ以上
のＳＣｅｌｌに上りリンク・サブフレームを持つサブフレームでは、ＵＣＩは、１つのＳ
ＣｅｌｌのＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨで送信（report）される。複数のＳＣｅｌｌが同
じサブフレームに上りリンク・サブフレームを有する場合、最小セルインデックス（Ｃｅ
ｌｌ＿ＩＤ）を持つＳＣｅｌｌにおける上りリンク・サブフレームが用いられる。
【０１００】
　いくつかの構成において、異なるアソシエーション・マッピング・アプローチが異なる
セルで同時に用いられる。例えば、第１のアソシエーション・マッピング・アプローチが
ＰＣｅｌｌで用いられ、一方では第２のアソシエーション・マッピング・アプローチがＳ
Ｃｅｌｌで用いられる。
【０１０１】
　次に、図面を参照して様々な構成を記載する。図面中、同様の参照番号は機能的に類似
した要素を示す。本明細書において図面に一般的に記載され、説明されるシステムおよび
方法は、多種多様に異なった構成に配置され、設計されてもよい。従って、図面に表現さ
れる、いくつかの構成の以下のさらに詳細な記載は、特許請求の範囲を限定するものでは
なく、システムおよび方法を単に代表するに過ぎない。
【０１０２】
　図１は、異なる二重構成を用いて上りリンク情報を送信（report）するためのシステム
および方法が実装される、１つ以上の基地局装置（ｅＮＢ）１６０および１つ以上の端末
装置（ＵＥ）１０２の一構成を示すブロック・ダイアグラムである。１つ以上のＵＥ１０
２は、１本以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いて１つ以上の基地局装置（ｅＮＢ）１６０
と通信する。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１
６０へ電磁信号を送信し、ｅＮＢ１６０から電磁信号を受信する。ｅＮＢ１６０は、１つ
以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２と通信する。留意すべきは、いくつかの
構成において、ｅＮＢ１６０がＮｏｄｅ　Ｂ、ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ
（ＨｅＮＢ）または他の種類の基地局であってもよいことである。
【０１０３】
　ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、相互に通信するために１つ以上のチャネル１１９、
１２１を用いる。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上の上りリンク・チャネル１２１を用い
てｅＮＢ１６０へ情報またはデータを伝送する。上りリンク・チャネル１２１の例は、物
理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ）などを含む。１つ以上のｅＮＢ１６０も、例として、１つ以上の下りリンク・チャネ
ル１１９を用いて、１つ以上のＵＥ１０２へ情報またはデータを伝送する。下りリンク・
チャネル１１９の例は、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理下りリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）などを含む。他の種類のチャネルを用いてもよい。
【０１０４】
　１つ以上のＵＥ１０２のそれぞれは、１つ以上のトランシーバ１１８、１つ以上の復調
器１１４、１つ以上のデコーダ１０８、１つ以上のエンコーダ１５０、１つ以上の変調器
１５４およびＵＥ操作モジュール１２４を含む。例えば、ＵＥ１０２では１つ以上の受信
および／または伝送経路が用いられる。便宜上、ＵＥ１０２では単一のトランシーバ１１
８、デコーダ１０８、復調器１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４だけが示され
るが、実装によっては複数の並列要素（例えば、トランシーバ１１８、デコーダ１０８、
復調器１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４）が用いられてもよい。
【０１０５】
　トランシーバ１１８は、１つ以上の受信機１２０および１つ以上の送信機１５８を含む
。１つ以上の受信機１２０は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１６０か
ら信号を受信する。例えば、受信機１２０は、１つ以上の受信信号１１６を生成するため
に、信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１１６は、復調器１１４
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に供給される。１つ以上の送信機１５８は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅ
ＮＢ１６０へ信号を伝送する。例えば、１つ以上の送信機１５８は、１つ以上の変調信号
１５６をアップコンバートして伝送する。
【０１０６】
　復調器１１４は、１つ以上の復調信号１１２を生成するために、１つ以上の受信信号１
１６を復調する。１つ以上の復調信号１１２は、デコーダ１０８に供給される。ＵＥ１０
２は、信号を復号するためにデコーダ１０８を用いる。デコーダ１０８は、１つ以上の復
号信号１０６、１１０を生成する。例えば、第１のＵＥ復号信号１０６は、受信されたペ
イロード・データ１０４を備える。第２のＵＥ復号信号１１０は、オーバーヘッド・デー
タおよび／または制御データを備える。例えば、第２のＵＥ復号信号１１０は、１つ以上
の操作を実行するためにＵＥ操作モジュール１２４によって用いられるデータを供給する
。
【０１０７】
　本明細書では、用語「モジュール」は、特定の要素またはコンポーネントが、ハードウ
ェア、ソフトウェアあるいはハードウェアとソフトウェアとの組み合わせで実装されるこ
とを意味する。しかしながら、留意すべきは、本明細書に「モジュール」として示される
任意の要素が、代わりにハードウェアで実装されてもよいことである。例えば、ＵＥ操作
モジュール１２４は、ハードウェア、ソフトウェアまたは両方の組み合わせで実装されて
もよい。
【０１０８】
　一般に、ＵＥ操作モジュール１２４は、ＵＥ１０２が１つ以上のｅＮＢ１６０と通信す
ることを可能にする。ＵＥ操作モジュール１２４は、ＵＥ構成アグリゲーション・モジュ
ール１２６を含む。ＵＥ構成アグリゲーション・モジュール１２６は、ＵＬ－ＤＬ構成１
２８、セル・マッピング１３０、アソシエーション・マッピング１３２およびアグリゲー
ト・モジュール１３４を含む。
【０１０９】
　ＵＬ－ＤＬ構成１２８は、ＵＥ１０２とｅＮＢ１６０との間の通信に用いられるＵＬ－
ＤＬ構成のセットを指定する。ＵＬ－ＤＬ構成１２８の例は、前述のＵＬ－ＤＬ構成０～
６、スーパーセット構成（例えば、構成２＋３、２＋４）、任意の他の構成などを含む。
ＵＬ－ＤＬ構成１２８は、適切な通信およびスケジューリングのために、ＵＥ構成アグリ
ゲーション・モジュール１２６、ＵＥ操作モジュール１２４およびＵＥ１０２によって用
いられる。例えば、ＵＬ－ＤＬ構成１２８は、ｅＮＢ１６０から情報を受信するためのサ
ブフレームを示し、かつｅＮＢ１６０へ情報を伝送するためのサブフレームを示す。ＵＬ
－ＤＬ構成１２８は、通信のタイミング・シーケンスを示す。例えば、ＵＥ１０２は、Ｄ
Ｌサブフレームの間に受信し、ＵＬサブフレームの間に伝送する。セルにおける適切な通
信のために、同じＵＬ－ＤＬ構成１２８が、ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０によって同じ
セルで用いられる。しかしながら、異なるＵＬ－ＤＬ構成１２８が異なるセルで用いられ
てもよい。
【０１１０】
　セル・マッピング１３０は、ＵＥ１０２が１つ以上のｅＮＢ１６０と通信するために用
いているセルの数を示す。加えて、セル・マッピング１３０は、各セルのＵＬ－ＤＬ構成
１２８（例えば、構成０～６、２＋３、２＋４など）を示す。例えば、ＵＥ１０２は、Ｐ
Ｃｅｌｌおよび２つのＳＣｅｌｌで１つ以上のｅＮＢ１６０と通信する。セル・マッピン
グ１３０は、ＰＣｅｌｌがＣｅｌｌ＿ＩＤ０を含むこと、およびＰＣｅｌｌが特定のＵＬ
－ＤＬ構成１２８（例えば、構成２）を用いていることを示す。セル・マッピング１３０
は、第１のＳＣｅｌｌがＣｅｌｌ＿ＩＤ１を含むこと、および第１のＳＣｅｌｌが特定の
ＵＬ－ＤＬ構成１２８（例えば、構成４）を用いていることも示す。加えて、セル・マッ
ピング１３０は、第２のＳＣｅｌｌがＣｅｌｌ＿ＩＤ２を含むこと、および第２のＳＣｅ
ｌｌが特定のＵＬ－ＤＬ構成１２８（例えば、構成５）を用いていることを示す。
【０１１１】
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　アソシエーション・マッピング１３２は、特定のアソシエーション・マッピング・アプ
ローチを所与として、特定のＵＬ－ＤＬ構成１２８に関する上りリンク送信（reporting
）アソシエーションを示す。例えば、ＵＥ構成アグリゲーション・モジュール１２６は、
前述の例のセル・マッピング１３０とともに、より均等な分配マッピング・アプローチが
用いられることを示す。例として、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットは、多くのサブフレーム内に
できるだけ均等に割当てられる。この例では、アソシエーション・マッピング１３２が、
ＰＣｅｌｌ（例えば、構成２に関するマッピング）、第１のＳＣｅｌｌ（例えば、構成４
に関するマッピング）および第２のＳＣｅｌｌ（例えば、構成５に関するマッピング）の
ためのより均等な分配マッピングを指定する。一構成において、アソシエーション・マッ
ピング１３２は、マッピング表を含む。
【０１１２】
　アグリゲート・モジュール１３４は、アソシエーション・マッピング１３２およびセル
・マッピング１３０に基づいてＵＣＩ（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット）をアグリゲー
トする。アグリゲーションの順序は、各セルのＣｅｌｌ＿ＩＤ（例えば、セル・マッピン
グ１３０）に基づいて確定される。例えば、アグリゲート・モジュール１３４は、初めに
Ｃｅｌｌ＿ＩＤ０（例えば、ＰＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットをアグリゲート
し、次にＣｅｌｌ＿ＩＤ１（例えば、第１のＳＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビット
をアグリゲートし、その後にＣｅｌｌ＿ＩＤ２（例えば、第２のＳＣｅｌｌ）からのＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫビットをアグリゲートする。アグリゲート・モジュール１３４は、各ＵＬサ
ブフレームに基づいてアグリゲートする。特定の上りリンク・サブフレームに関連付けら
れた任意の上りリンク・アソシエーションは、その特定の上りリンク・サブフレーム上で
送信（report）される。各ＵＬサブフレーム上で送信（report）されるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ビットの数は、アソシエーション・マッピング１３２および各セルのＵＬ－ＤＬ構成に依
存する。ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを送信（report）するための上りリンク・アソシエーシ
ョンが以下にさらに詳細に記載される。
【０１１３】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、１つ以上の受信機１２０に情報１４８を提供する。例え
ば、ＵＥ操作モジュール１２４は、ＵＬ－ＤＬ構成１２８およびセル・マッピング１３０
に基づいて、伝送をいつ受信すべきか、あるいはいつすべきでないかを受信機（単数また
は複数）１２０に通知する。
【０１１４】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、復調器１１４に情報１３８を提供する。例えば、ＵＥ操
作モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの伝送に予想される変調パターンを復調器１１
４に通知する。いくつかの実装において、これは、所与のセルのＵＬ－ＤＬ構成１２８に
基づく。
【０１１５】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、デコーダ１０８に情報１３６を提供する。例えば、ＵＥ
操作モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの伝送に予想される符号化法をデコーダ１０
８に通知する。いくつかの実装において、これは、所与のセルのＵＬ－ＤＬ構成１２８に
基づく。
【０１１６】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、エンコーダ１５０に情報１４２を提供する。情報１４２
は、符号化されるべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例えば、ＵＥ操
作モジュール１２４は、与えられたセルのＵＬ－ＤＬ構成１２８に基づいて、伝送データ
１４６および／または制御情報１４２を符号化するようにエンコーダ１５０に命令する。
【０１１７】
　エンコーダ１５０は、伝送データ１４６および／またはＵＥ操作モジュール１２４によ
って提供された他の情報１４２を符号化する。例えば、データ１４６および／または他の
情報１４２の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、伝送のための空間、時間お
よび／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う。エンコーダ１
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５０は、変調器１５４に符号化データ１５２を供給する。
【０１１８】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、変調器１５４に情報１４４を提供する。例えば、ＵＥ操
作モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０への伝送に用いられるべき変調型（例えば、コンス
テレーション・マッピング）を変調器１５４に通知する。いくつかの構成において、これ
は、ＵＬ－ＤＬ構成１２８に基づく。変調器１５４は、１つ以上の送信機１５８に１つ以
上の変調信号１５６を供給するために、符号化データ１５２を変調する。
【０１１９】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、１つ以上の送信機１５８に情報１４０を提供する。この
情報１４０は、１つ以上の送信機１５８に対する命令を含む。例えば、ＵＥ操作モジュー
ル１２４は、ｅＮＢ１６０へ信号をいつ伝送すべきかを１つ以上の送信機１５８に命令す
る。いくつかの構成において、これは、ＵＬ－ＤＬ構成１２８に基づく。例として、１つ
以上の送信機１５８は、下りリンク・サブフレームの間に伝送する。１つ以上の送信機１
５８は、１つ以上のｅＮＢ１６０へ変調信号（単数または複数）１５６をアップコンバー
トして伝送する。
【０１２０】
　ｅＮＢ１６０は、１つ以上のトランシーバ１７６、１つ以上の復調器１７２、１つ以上
のデコーダ１６６、１つ以上のエンコーダ１０９、１つ以上の変調器１１３およびｅＮＢ
操作モジュール１８２を含む。例えば、ｅＮＢ１６０では１つ以上の受信および／または
伝送経路が用いられる。便宜上、ｅＮＢ１６０では単一のトランシーバ１７６、デコーダ
１６６、復調器１７２、エンコーダ１０９および変調器１１３だけが示されるが、実装に
よっては複数の並列要素（例えば、トランシーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２
、エンコーダ１０９および変調器１１３）が用いられてもよい。
【０１２１】
　トランシーバ１７６は、１つ以上の受信機１７８および１つ以上の送信機１１７を含む
。１つ以上の受信機１７８は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２から
信号を受信する。例えば、受信機１７８は、１つ以上の受信信号１７４を生成するために
、信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１７４は、復調器１７２に
供給される。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ
１０２へ信号を伝送する。例えば、１つ以上の送信機１１７は、１つ以上の変調信号１１
５をアップコンバートして伝送する。
【０１２２】
　復調器１７２は、１つ以上の復調信号１７０を生成するために、１つ以上の受信信号１
７４を復調する。１つ以上の復調信号１７０は、デコーダ１６６に供給される。ｅＮＢ１
６０は、信号を復号するためにデコーダ１６６を用いる。デコーダ１６６は、１つ以上の
復号信号１６４、１６８を生成する。例えば、第１のｅＮＢ復号信号１６４は、受信され
たペイロード・データ１６２を備える。第２のｅＮＢ復号信号１６８は、オーバーヘッド
・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２のｅＮＢ復号信号１６８は、
１つ以上の操作を実行するためにｅＮＢ操作モジュール１８２によって用いられるデータ
を供給する。
【０１２３】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、ｅＮＢ構成アグリゲーション・モジュール１８４を含
む。ｅＮＢ構成アグリゲーション・モジュール１８４は、ＵＬ－ＤＬ構成１９４、セル・
マッピング１９６、アソシエーション・マッピング１９８、およびデアグリゲート・モジ
ュール１０７を含む。
【０１２４】
　ＵＬ－ＤＬ構成１９４は、ｅＮＢ１６０とＵＥ１０２の間の通信に用いられるＵＬ－Ｄ
Ｌ構成１９４のセットを指定する。ＵＬ－ＤＬ構成１９４の例は、前述の構成０～６、ス
ーパーセット構成（例えば、構成２＋３、２＋４）、任意の他の構成などを含む。ＵＬ－
ＤＬ構成１９４は、適切な通信およびスケジューリングのために、ｅＮＢ構成アグリゲー
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ション・モジュール１８４、ｅＮＢ操作モジュール１８２、およびｅＮＢ１６０によって
用いられる。例えば、ＵＬ－ＤＬ構成１９４は、ＵＥ１０２から情報を受信するためのサ
ブフレームを示し、かつＵＥ１０２へ情報を伝送するためのサブフレームを示す。ＵＬ－
ＤＬ構成１９４は、通信のタイミング・シーケンスを示す。例えば、ＵＥ１０２は、ＤＬ
サブフレームの間に受信し、ＵＬサブフレームの間に伝送する。従って、適切な通信のた
めに、同じＵＬ－ＤＬ構成１９４がｅＮＢ１６０およびＵＥ１０２によって同じセルで用
いられる。しかしながら、異なるＵＬ－ＤＬ構成１９４が異なるセルで用いられてもよい
。
【０１２５】
　セル・マッピング１９６は、ｅＮＢ１６０がＵＥ１０２と通信するために用いているセ
ルの数を示す。加えて、セル・マッピング１９６は、各セルのＵＬ－ＤＬ構成１９４（例
えば、構成０～６、２＋３、２＋４など）を示す。例えば、ｅＮＢ１６０は、ＰＣｅｌｌ
および２つのＳＣｅｌｌでＵＥ１０２に接続される。セル・マッピング１９６は、ｅＮＢ
１６０がＣｅｌｌ＿ＩＤ０を持つＰＣｅｌｌを用いてＵＥ１０２に接続されていること、
およびＰＣｅｌｌが特定のＵＬ－ＤＬ構成１９４（例えば、構成２）を用いていること示
す。セル・マッピング１９６は、ｅＮＢ１６０がＣｅｌｌ＿ＩＤ１を持つＳＣｅｌｌを用
いてＵＥ１０２に接続されていること、およびＳＣｅｌｌが特定のＵＬ－ＤＬ構成１９４
（例えば、構成４）を用いていることも示す。加えて、セル・マッピング１９６は、ｅＮ
Ｂ１６０がＣｅｌｌ＿ＩＤ２を持つ別のＳＣｅｌｌを用いてＵＥ１０２に接続され、特定
のＵＬ－ＤＬ構成１９４（例えば、構成５）を用いていることも示す。
【０１２６】
　アソシエーション・マッピング１９８は、特定のアソシエーション・マッピング・アプ
ローチを所与として、特定のＵＬ－ＤＬ構成１９４に関する上りリンク送信（reporting
）アソシエーションを示す。例えば、ｅＮＢ構成アグリゲーション・モジュール１８４は
、前述の例のセル・マッピング１９６とともに、より均等な分配マッピング・アプローチ
が用いられることを示す。この例では、アソシエーション・マッピング１９８が、ＰＣｅ
ｌｌ（例えば、構成２に関するマッピング）、第１のＳＣｅｌｌ（例えば、構成４に関す
るマッピング）および第２のＳＣｅｌｌ（例えば、構成５に関するマッピング）のための
（上記のような）より均等な分配マッピングを指定する。一構成において、アソシエーシ
ョン・マッピング１９８は、マッピング表を含む。
【０１２７】
　デアグリゲート・モジュール１０７は、アソシエーション・マッピング１９８およびセ
ル・マッピング１９６に基づいてＵＣＩ（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット）をデアグリ
ゲートする。デアグリゲーションの順序は、各セルのＣｅｌｌ＿ＩＤ（例えば、セル・マ
ッピング１９６）に基づいて確定される。例えば、デアグリゲート・モジュール１０７は
、Ｃｅｌｌ＿ＩＤ０（例えば、ＰＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを、Ｃｅｌｌ
＿ＩＤ１（例えば、第１のＳＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットから、およびＣｅ
ｌｌ＿ＩＤ２（例えば、第２のＳＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットからデアグリ
ゲートする。デアグリゲート・モジュール１０７は、また、Ｃｅｌｌ＿ＩＤ１（例えば、
第１のＳＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを、Ｃｅｌｌ＿ＩＤ２（例えば、第２
のＳＣｅｌｌ）からのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットからデアグリゲートする。デアグリゲート
・モジュール１０７は、各ＵＬサブフレームに基づいてデアグリゲートする。各ＵＬサブ
フレーム上で送信（report）されるＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの数は、各セルのアソシエー
ション・マッピング１９８およびＵＬ－ＤＬ構成１９４に依存する。ＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ットを送信（report）するための上りリンク・アソシエーションが以下にさらに詳細に記
載される。
【０１２８】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、１つ以上の受信機１７８に情報１９０を提供する。例
えば、ｅＮＢ操作モジュール１８２は、所与の（与えられた）セルに関するＵＬ－ＤＬ構
成１９４に基づいて、伝送をいつ受信すべきか、あるいはいつすべきでないかを受信機（
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単数または複数）１７８に通知する。
【０１２９】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、復調器１７２に情報１８８を提供する。例えば、ｅＮ
Ｂ操作モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２からの伝送に予想される変調
パターンを復調器１７２に通知する。いくつかの構成において、これは、所与のセルに関
するＵＬ－ＤＬ構成１９４に基づく。
【０１３０】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、デコーダ１６６に情報１８６を提供する。例えば、ｅ
ＮＢ操作モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２からの伝送に予想される符
号化法をデコーダ１６６に通知する。いくつかの構成において、これは、所与のセルに関
するＵＬ－ＤＬ構成１９４に基づく。
【０１３１】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、エンコーダ１０９に情報１０１を提供する。情報１０
１は、符号化されるべきデータおよび／または符号化のための命令を含む。例えば、ｅＮ
Ｂ操作モジュール１８２は、所与のセルに関するＵＬ－ＤＬ構成１９４に基づいて、伝送
データ１０５および／または制御情報１０１を符号化するようにエンコーダ１０９に命令
する。
【０１３２】
　エンコーダ１０９は、伝送データ１０５および／またはｅＮＢ操作モジュール１８２に
よって提供される他の情報１０１を符号化する。例えば、データ１０５および／または他
の情報１０１の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、伝送のための空間、時間
および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う。エンコーダ
１０９は、変調器１１３に符号化データ１１１を供給する。伝送データ１０５は、ＵＥ１
０２へ伝えられるべきネットワーク・データを含む。
【０１３３】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、変調器１１３に情報１０３を提供する。この情報１０
３は、変調器１１３に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢ操作モジュール１８２は、ＵＥ
（単数または複数）１０２への伝送に用いられるべき変調型（例えば、コンステレーショ
ン・マッピング）を変調器１１３に通知する。いくつかの構成において、これは、所与の
セルに関するＵＬ－ＤＬ構成１９４に基づく。変調器１１３は、１つ以上の送信機１１７
に１つ以上の変調信号１１５を供給するために符号化データ１１１を変調する。
【０１３４】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、１つ以上の送信機１１７に情報１９２を提供する。こ
の情報１９２は、１つ以上の送信機１１７に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢ操作モジ
ュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２への信号をいつ送信すべきか（あるいは
いつすべきでないか）を１つ以上の送信機１１７に命令する。いくつかの実装において、
これは、現在の構成１９４に基づく。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のＵＥ１０２
へ変調信号（単数または複数）１１５をアップコンバートして送信する。
【０１３５】
　留意すべきは、下りリンク・サブフレームがｅＮＢ１６０から１つ以上のＵＥ１０２へ
伝送されること、および上りリンク・サブフレームが１つ以上のＵＥ１０２からｅＮＢ１
６０へ伝送されることである。さらに、ｅＮＢ１６０と１つ以上のＵＥ１０２は、標準的
スペシャル・サブフレームでデータを伝送することができる。
【０１３６】
　図２は、ＵＥ１０２において情報を送信（report）するための方法２００の一構成を示
すフロー・ダイアグラムである。ＵＥ１０２は、参照ＵＬ－ＤＬ構成を有する参照セルを
選択する（ステップ２０２）。ＵＥ１０２は、セル・マッピング１３０に基づいて参照セ
ルを選択する。一構成において、参照セルは、最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを持つセルである。例
えば、ＰＣｅｌｌが参照セルとして選択される。別の構成では、参照セルは、任意のセル
に関して上りリンク・サブフレーム毎に確定される。この構成では、特定の上りリンク・
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サブフレームに対して最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを持つセルが参照セルとして選択される。
【０１３７】
　参照セルは、参照ＵＬ－ＤＬ構成を有する。セル・マッピング１３０は、特定のセルに
関するＵＬ－ＤＬ構成を指定する。一構成において、参照ＵＬ－ＤＬ構成は、参照セルの
ＵＬ－ＤＬ構成である。別の構成では、参照ＵＬ－ＤＬ構成は、セル・マッピング１３０
において指定されるＵＬ－ＤＬ構成とは異なるＵＬ－ＤＬ構成である。参照ＵＬ－ＤＬ構
成は、ＵＬ－ＤＬ構成１２８において指定されるＵＬ－ＤＬ構成の１つである。
【０１３８】
　ＵＥ１０２は、参照セルから第１の上りリンク・サブフレームを選択する（ステップ２
０４）。例えば、ＵＥ１０２は、上りリンク送信（reporting）のための第１の上りリン
ク・サブフレームを選択する（ステップ２０４）。ＵＬ－ＤＬ構成１２８における各ＵＬ
－ＤＬ構成は、上りリンク・サブフレームの異なる構成を有する。第１の上りリンク・サ
ブフレームの選択２０４は、既存の上りリンク・アソシエーションを持つ第１の上りリン
ク・サブフレームの選択２０４を含む。既存の上りリンク・アソシエーションは、アソシ
エーション・マッピング１３２において指定される。いくつかの構成においては、複数の
上りリンク・サブフレーム（例えば、少なくとも１つの追加の上りリンク・サブフレーム
）が選択される。
【０１３９】
　ＵＥ１０２は、第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルから第１のサブフレーム・セ
ットを選択する（ステップ２０６）。第１のセルは、参照セルとは異なるセルである。例
えば、第１のセルが第１のバンドにあり、参照セルが第２のバンドにある。第１のＵＬ－
ＤＬ構成は、参照ＵＬ－ＤＬ構成と同じあっても、異なっていてもよい。例えば、第１の
ＵＬ－ＤＬ構成が構成１のＵＬ－ＤＬ構成であり、参照ＵＬ－ＤＬ構成が構成１のＵＬ－
ＤＬ構成である。別の例では、第１のＵＬ－ＤＬ構成が構成１のＵＬ－ＤＬ構成であり、
参照ＵＬ－ＤＬ構成が構成０のＵＬ－ＤＬ構成である。参照ＵＬ－ＤＬ構成を持つ参照セ
ルおよび第１のＵＬ－ＤＬ構成を持つ第１のセルは、セル・マッピング１３０において指
定される。いくつかの構成においては、第１のセルから複数のサブフレーム・セット（例
えば、少なくとも１つの追加のサブフレーム・セット）が選択される。
【０１４０】
　サブフレーム・セットは、１つ以上のタイプ（例えば、下りリンク・サブフレーム、ス
ペシャル・サブフレーム、上りリンク・サブフレームなど）の１つ以上のサブフレームを
指す。例えば、サブフレーム・セットは、第１のセルにおける下りリンク・サブフレーム
および／またはスペシャル・サブフレームであって、参照セルにおける上りリンク・サブ
フレームに対応するサブフレームを含む（例えば、第１のセルのサブフレーム・セットに
おけるそれぞれのサブフレームに対して、参照セルに（現行の３ＧＰＰ仕様書によれば）
既存の上りリンク・アソシエーションがないこともある）。
【０１４１】
　ＵＥ１０２は、第１のサブフレーム・セットと第１の上りリンク・サブフレームとの間
の第１のアソシエーション・セットを確定する（ステップ２０８）。アソシエーションと
は、たとえ参照セルが異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いていても、第１のＵＬ－ＤＬ構成を持
つ第１のセルが、選択された参照セルでＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）を行うこと
を可能にする、上りリンク・アソシエーションのことである。第１のアソシエーション・
セットは、サブフレーム・セットにおけるサブフレーム毎に上りリンク・アソシエーショ
ンを含む。第１のアソシエーション・セットは、アソシエーション・マッピング１３２に
おいて指定される（蓄積される）。留意すべきは、アソシエーション・セットが１つ以上
のアソシエーションを含む場合があることである。
【０１４２】
　第１のアソシエーション・セットは、１つ以上のアソシエーション・アプローチに従っ
て確定される（ステップ２０８）。一例において、上りリンク・アソシエーションは、関
連付けられたサブフレームと上りリンク・サブフレームとの間のサブフレームの数（例え
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ば、アソシエーションの距離）を最小化するように確定される（ステップ２０８）。言い
換えれば、サブフレーム間の距離は、サブフレームに関連するサブフレーム番号付けの間
の差である。別の例では、上りリンク・アソシエーションは、すべてのアソシエーション
の総距離を最小化するように確定される（ステップ２０８）。さらに別の例では、アソシ
エーションは、４サブフレーム（例えば、４ミリ秒）の最小アソシエーション距離に基づ
いて確定される（ステップ２０８）。
【０１４３】
　いくつかの構成において、アソシエーションの複数のセット（例えば、少なくとも１つ
の追加のアソシエーション・セット）が確定される（ステップ２０８）。アソシエーショ
ンの追加のセットは、（例えば、第１のセルからの）追加のサブフレーム・セットと（例
えば、参照セルからの）追加の上りリンク・サブフレームとの間のセットである。
【０１４４】
　いくつか構成において、複数のセルが、本明細書に記載されるシステムおよび方法を利
用する。例えば、セルの組み合わせが用いられる。ある場合には、すべてのセルが同じＵ
Ｌ－ＤＬ構成を有する。例えば、ＰＣｅｌｌがＵＬ－ＤＬ構成６を有し、すべてのＳＣｅ
ｌｌがそれぞれ同じＵＬ－ＤＬ構成（例えば、構成２）を有する。別の場合には、いくつ
かのセルが異なるＵＬ－ＤＬ構成を有する。例えば、ＰＣｅｌｌがＵＬ－ＤＬ構成６を有
し、すべてのＳＣｅｌｌがそれぞれ異なるＵＬ－ＤＬ構成（例えば、構成０～６）を有す
る。別の例では、ＰＣｅｌｌがＵＬ－ＤＬ構成６を有し、いくつかのＳＣｅｌｌが様々な
ＵＬ－ＤＬ構成（例えば、いくつかが構成２、いくつかが構成１、いくつかが構成６など
）を有する。
【０１４５】
　ＵＥ１０２は、アグリゲートされた情報を生成するために、第１のアソシエーション・
セットに基づいて、参照セルに対応する情報と第１のセルに対応する情報とをアグリゲー
トする（ステップ２１０）。例えば、アグリゲート・モジュール１３４は、第１の上りリ
ンク・サブフレームに関連付けられた、参照セルにおけるサブフレームからの上りリンク
送信（reporting）情報をアグリゲートする。上りリンク送信（reporting）情報の例は、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、上りリンク制御情報（ＵＣＩ）などを
含む。アグリゲート・モジュール１３４は、第１の上りリンク・サブフレームに関連付け
られた、第１のセルにおけるサブフレームからの上りリンク送信（reporting）情報もア
グリゲートする。加えて、アグリゲート・モジュール１３４は、第１の上りリンク・サブ
フレームに関連付けられた、任意の追加のセルからの任意のサブフレームからの上りリン
ク送信（reporting）情報をアグリゲートする。例えば、アグリゲート・モジュール１３
４は、セルのＣｅｌｌ＿ＩＤに基づいて情報のアグリゲーションを順序付ける。例として
、参照セルが最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを有しうるので、参照セルに関連する情報が初めにアグ
リゲートされる。次に小さいＣｅｌｌ＿ＩＤに関連する情報が一緒にアグリゲートされる
、などである。アグリゲート・モジュール１３４は、情報をアグリゲートして、アグリゲ
ートされた情報を生成する。
【０１４６】
　一構成において、アグリゲートされた情報（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビット）は、最
小Ｃｅｌｌ＿ＩＤの順序付けに基づいて一緒に多重化される。この場合、第１のセルの上
りリンク送信（reporting）情報が参照セルの上りリンク送信（reporting）情報とともに
多重化される（例えば、それに追加される）。このように、アグリゲートされる情報は、
参照セルの標準的上りリンク・レポーティングとともにアグリゲートされる。
【０１４７】
　ＵＥ１０２は、アグリゲートされた情報を上りリンク・送信（reporting）セルで送信
（report）する（ステップ２１２）。例えば、ＵＥ１０２は、サブフレーム領域マッピン
グに対応する１つ以上のアソシエーションに基づいて、アグリゲートされたＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを１つ以上の上りリンク・サブフレームで送信（report）する（ステップ２１２）。
別の例では、ＵＥ１０２は、ＰＣｅｌｌ上りリンク構成に基づいて、アグリゲートされた
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ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信（report）する（ステップ２１２）。別の例では、ＵＥ１０２は
 、最大上りリンク割当てを持つセル（例えば、最多上りリンク・サブフレームを持つセ
ル）に基づいて、アグリゲートされたＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信（report）する（ステップ
２１２）。さらに別の例では、ＵＥ１０２は、すべてのセルのアグリゲートされた上りリ
ンク割当てを持つセルに基づいて（例えば、下の図２１に関連して記載されるスーパーセ
ット構成に基づいて）、アグリゲートされたＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信（report）する（ス
テップ２１２）。留意すべきは、ＵＥ１０２が、本明細書に記載されるようにアグリゲー
トされた情報を送信（report）する（ステップ：２１２）ために、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビッ
トを付加的に多重化および／またはバンドルすることである。
【０１４８】
　アグリゲートされた情報は、標準的な上りリンク送信（reporting）の代わりに上りリ
ンク送信（reporting）セルで送信（report）される（ステップ２１２）。一構成におい
て、上りリンク送信（reporting）セルは、ＰＣｅｌｌのみである。この構成では、上り
リンク送信（reporting）は、現行の仕様の上りリンク送信（reporting）（例えば、３Ｇ
ＰＰリリース８、９および１０）と一貫性がある。これは、後方互換性があるので有利で
ある。例えば、アグリゲートされたセルの数に係わらず、同じ上りリンク送信（reportin
g）ルーチンを用いることができる。さらに、ＰＣｅｌｌでの上りリンク送信（reporting
）を変更することなく、異なるＵＬ－ＤＬ構成を持つセルを追加、除去または再構成でき
る。別の構成では、上りリンク送信（reporting）セルは、在圏セル（例えば、ＰＣｅｌ
ｌ、ＳＣｅｌｌ、またはＰＣｅｌｌと１つ以上のＳＣｅｌｌとの組み合わせ）である。別
の構成では、上りリンク送信（reporting）セルは、参照セルである。
【０１４９】
　図３は、ｅＮＢ１６０において情報を受信するための方法３００の一構成を示すフロー
・ダイアグラムである。ｅＮＢ１６０は、アグリゲートされた情報が、第１のＵＬ－ＤＬ
構成を有する第１のセルおよび第２のＵＬ－ＤＬ構成を有する第２のセルに関連して用い
られているかどうかを判定する（ステップ３０２）。例えば、ｅＮＢ１６０は、ｅＮＢ１
６０が第１のＵＬ－ＤＬ構成を有する第１のセルおよび第２のＵＬ－ＤＬ構成を有する第
２のセルで同じデバイス（例えば、ＵＥ１０２）へ通信している（例えば、ｅＮＢ１６０
がＵＥ１０２に割当てた）セル・マッピング１９６に基づいて、これを判定する（ステッ
プ３０２）。加えて、ｅＮＢ１６０は、あるアソシエーション・マッピングの使用が指定
された（例えば、ｅＮＢ１６０が特定のアソシエーション・マッピング・アプローチを用
いるようにＵＥ１０２に指示した）ことを判定する（ステップ３０２）。
【０１５０】
　いくつかの構成において、ｅＮＢ１６０は、上りリンク送信（reporting）ペイロード
のサイズを、特徴的な上りリンク送信（reporting）ペイロード（例えば、非アグリゲー
ション・ペイロード、アソシエーョン領域に基づくペイロード、より均等な分配に基づく
ペイロードなど）と比較することによって、アグリゲートされた情報が用いられているか
どうかを判定する（ステップ３０２）。他の構成では、ｅＮＢ１６０は、アグリゲート情
報が用いられているインジケーションを受信する。
【０１５１】
　ｅＮＢ１６０は、アグリゲートされた情報を受信する（ステップ３０４）。アグリゲー
トされた情報は、アグリゲートされない情報が受信されるのと同じ方法で受信される。よ
り詳しくは、ｅＮＢ１６０は、アグリゲートされた情報を、参照セルに関する上りリンク
送信（reporting）情報の代わりに受信する（ステップ３０４）。いくつかの構成におい
て、ｅＮＢ１６０は、１つ以上のｅＮＢ１６０によってホストされた１つ以上のセルに関
する上りリンク送信（reporting）情報を含む、アグリゲートされた情報を受信する（ス
テップ３０４）。
【０１５２】
　ｅＮＢ１６０は、アソシエーション・セットに基づいて、アグリゲートされた情報をデ
アグリゲートする（ステップ３０６）。例えば、デアグリゲート・モジュール１０７は、
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アソシエーション・マッピング１９８およびセル・マッピング１９６に基づいて、アグリ
ゲートされた情報を分離する。より具体的には、デアグリゲート・モジュール１０７は、
アグリゲートされた上りリンク送信（reporting）を利用しているセル毎にＣｅｌｌ＿Ｉ
Ｄを確定する。加えて、デアグリゲート・モジュール１０７は、（セル・マッピング１９
６およびＵＬ－ＤＬ構成１９４に基づいて）セル毎にＵＬ－ＤＬ構成を確定する。デアグ
リゲート・モジュール１０７は、セル毎に用いられているアソシエーション・マッピング
・アプローチも確定する。このように、デアグリゲート・モジュール１０７は、特定のセ
ルの特定のサブフレームに関連する特有の上りリンク送信（reporting）ビットを確定す
る。デアグリゲート・モジュール１０７は、アグリゲートされた情報の至る所を構文解析
して、各特定のセルに関する上りリンク送信（reporting）情報をデアグリゲートする。
いくつかの場合、別のｅＮＢ１６０に関連するセルに関する上りリンク送信（reporting
）情報は、別のｅＮＢ１６０へ伝送される。
【０１５３】
　図４は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられる、無線フレーム
４３５の一例を示すダイアグラムである。この無線フレーム４３５構造は、時分割多重（
ＴＤＤ）アプローチに適用可能である。各無線フレーム４３５は、Ｔｆ＝３０７２００Ｔ

ｓ＝１０ミリ秒（ｍｓ）の長さを有し、ここでＴｆは無線フレーム４３５の持続期間であ
り、Ｔｓは１／（１５０００×２０４８）秒に等しい時間単位である。無線フレーム４３
５は、１５３６００Ｔｓ＝５ｍｓの長さをそれぞれが有する、２つの半フレーム４３７を
含む。各半フレーム４３７は、３０７２０Ｔｓ＝１ｍｓの長さをそれぞれが有する５つの
サブフレーム４２３ａ～ｅ、４２３ｆ～ｊを含む。
【０１５４】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、用いられるサブフレーム４２３の
いくつかのタイプは、下りリンク・サブフレーム、上りリンク・サブフレームおよびスペ
シャル・サブフレーム４３１を含む。図４に示される例では、２つの標準的スペシャル・
サブフレーム４３１ａ～ｂが無線フレーム４３５に含まれる。
【０１５５】
　第１の標準的スペシャル・サブフレーム４３１ａは、下りリンク・パイロット時間スロ
ット（ＤｗＰＴＳ）４２５ａ、ガード期間（ＧＰ）４２７ａおよび上りリンク・パイロッ
ト時間スロット（ＵｐＰＴＳ）４２９ａを含む。この例では、第１の標準的スペシャル・
サブフレーム４３１ａは、サブフレームｏｎｅ４２３ｂに含まれる。第２の標準的スペシ
ャル・サブフレーム４３１ｂは、下りリンク・パイロット時間スロット（ＤｗＰＴＳ）４
２５ｂ、ガード期間（ＧＰ）４２７ｂおよび上りリンク・パイロット時間スロット（Ｕｐ
ＰＴＳ）４２９ｂを含む。この例では、第２の標準的スペシャル・サブフレーム４３１ｂ
は、サブフレームｓｉｘ４２３ｇに含まれる。ＤｗＰＴＳ４２５ａ～ｂおよびＵｐＰＴＳ
４２９ａ～ｂの長さは、ＤｗＰＴＳ４２５、ＧＰ４２７およびＵｐＰＴＳ４２９の各セッ
トの全長が３０７２０Ｔｓ＝１ｍｓであることを前提として、（上の表９に示される）３
ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１の表４．２－１に示される。
【０１５６】
　各サブフレームｉ４２３ａ～ｊ（この例では、ｉは、サブフレームｚｅｒｏ４２３ａ（
例えば、０）からサブフレームｎｉｎｅ４２３ｊ（例えば、９）に及ぶサブフレームを示
す）は、各サブフレーム４２３における長さがＴｓｌｏｔ＝１５３６０Ｔｓ＝０．５ｍｓ
の２つのスロット２ｉおよび２ｉ＋１として定義される。例えば、サブフレームｚｅｒｏ
（例えば、０）４２３ａは、第１のスロットを含めて、２つのスロットを含む。
【０１５７】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、下りリンクから上りリンクへの切
り替えポイント周期が５ｍｓおよび１０ｍｓの両方のＵＬ－ＤＬ構成が用いられる。図４
は、５ｍｓの切り替えポイント周期を持つ無線フレーム４３５の一例を示す。下りリンク
から上りリンクへの切り替えポイント周期が５ｍｓの場合には、各半フレーム４３７が標
準的スペシャル・サブフレーム４３１ａ～ｂを含む。下りリンクから上りリンクへの切り
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替えポイント周期が１０ｍｓの場合には、スペシャル・サブフレームは、第１の半フレー
ム４３７だけに存在する。
【０１５８】
　サブフレームｚｅｒｏ（例えば、０）４２３ａおよびサブフレームｆｉｖｅ（例えば、
５）４２３ｆならびにＤｗＰＴＳ４２５ａ～ｂは、下りリンク伝送のために予約される。
ＵｐＰＴＳ４２９ａ～ｂ、およびスペシャル・サブフレーム（単数または複数）４３１ａ
～ｂのすぐ後に続くサブフレーム（単数または複数）（例えば、サブフレームｔｗｏ４２
３ｃおよびサブフレームｓｅｖｅｎ４２３ｈ）は、上りリンク伝送のために予約される。
【０１５９】
　図５～２７は、異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いたバンド間キャリアアグリゲーションのた
めのアソシエーション・マッピングの様々な例を示す。分配領域（distribution regions
）へマッピングされるアソシエーション領域およびサブフレームは、上の図２に関連して
記載されるサブフレームからなるセットまたはサブフレーム・セットの例である。例とし
て、図５に記載される第１のアソシエーション領域は、図２に記載される第１のサブフレ
ーム・セットの一例である。同様に、図１４に記載される第１の分配領域へマッピングさ
れるサブフレームは、図２に記載される第１のサブフレーム・セットの別の例である。図
５～２７に参照されるＵＬ－ＤＬ構成は、前述の構成０～６に対応する。留意すべきは、
図５～２７において「Ｄ」が下りリンク・サブフレームを示し、「Ｕ」が上りリンク・サ
ブフレームを示し、「Ｓ」がスペシャル・サブフレームを示すことである。
【０１６０】
　図５～１３は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、アソシエーション
領域の様々な例を示す。一般に、アソシエーション領域は、１つ以上の特定の上りリンク
へマッピングされる１つ以上のサブフレーム（例えば、サブフレーム・セットまたはサブ
フレームからなるセット）を含む領域である。下りリンク・サブフレームおよびスペシャ
ル・サブフレームは、データが適切に受信された場合に肯定応答（ＡＣＫ）を送信（repo
rt）し、データが不適切に受信されたか、あるいはまったく受信されなかった場合に否定
応答（ＮＡＣＫ）を送信（report）する。サブフレーム（例えば、下りリンク・サブフレ
ーム、スペシャル・サブフレーム）に対するこのＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）は
、上りリンク・サブフレームの間に送信（report）される。アソシエーションは、サブフ
レームと、そのサブフレームに対する上りリンク送信（reporting）（例えば、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ、ＣＳＩ、ＵＣＩなど）が発生する上りリンク・サブフレームとの間に存在する
。７つの定義されたＵＬ－ＤＬ構成のそれぞれにアソシエーション・セットが存在する。
これら既存のアソシエーションは、表１０に指定される。表１０において、特定のサブフ
レームを指定した番号は、リストされた番号に対する上りリンク送信（reporting）サブ
フレームである。リストされた番号は、送信（reporting）サブフレームの前のサブフレ
ームを指す。例えば、表１０において、構成１およびサブフレーム２の下では、この番号
が７および６である。これは、構成１ではサブフレーム２が、サブフレーム２より７サブ
フレームおよび６サブフレーム前のサブフレームに対する上りリンク送信（reporting）
を行うことを意味する。言い換えれば、サブフレーム２は、前の無線フレームの下りリン
ク・サブフレームおよびスペシャル・サブフレームであるサブフレーム５およびサブフレ
ーム６に対する上りリンク送信（reporting）を提供する。
【０１６１】
　単一のＵＬ－ＤＬ構成のみが用いられる（例えば、すべてのセルが同じＵＬ－ＤＬ構成
を用いる）ときには、表１０にリストされる標準的なアソシエーションが、すべての必要
な上りリンク送信（reporting）を提供する。しかしながら、複数のＵＬ－ＤＬ構成が用
いられる（例えば、複数のセルが異なるＵＬ－ＤＬ構成を用いる）ときには、標準的なア
ソシエーションは、すべての必要な上りリンク送信（reporting）を提供することはでき
ない。異なるＵＬ－ＤＬ構成は、上りリンク送信（reporting）を必要とする異なるサブ
フレームを有する。一実装において、アソシエーション領域は、上りリンク送信（report
ing）のための特定の上りリンク・サブフレームへマッピングされるサブフレームの領域
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（例えば、アソシエーション領域）を特定する、参照構成に関して定義される。アソシエ
ーション領域は、任意のＵＬ－ＤＬ構成の上りリンク送信（reporting）を可能にする新
しい上りリンク送信（reporting）アソシエーションを追加する。表１１は、既存のアソ
シエーション、およびＵＬ－ＤＬ構成毎にアソシエーション領域に追加されたアソシエー
ション（括弧内）を特定する。
【０１６２】
　以下に図面を参照して、アソシエーション領域をさらに詳細に記載する。便宜上、アソ
シエーション領域は点線輪郭で示される。図示されるアソシエーション領域は、（例えば
、図２に関連した）上記のようなアソシエーション・セットの例を指定する。
【０１６３】
　図５は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、上りリンク送信（report
ing）のためのアソシエーション領域のいくつかの例を示すダイアグラムである。便宜上
、（現行の３ＧＰＰ仕様における）既存のアソシエーション５４３は実線で示され、アソ
シエーション領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション５４５は、破
線で示される。それぞれのサブフレーム５２３は、サブフレーム番号５３９に対応する。
サブフレーム５２３は、サブフレーム番号５３９によって参照される。
【０１６４】
　構成ｚｅｒｏ５４１ａ（例えば、“０”）は、６つのアソシエーション領域５４７ａに
対応する。構成ｚｅｒｏ５４１ａのための第１のアソシエーション領域５４７ａは、サブ
フレーム６および７を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム２への
アソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム６から上りリンク・サブフレーム２
へのアソシエーションは、構成ｚｅｒｏ５４１ａの既存のアソシエーション・マッピング
５４３である。サブフレーム７から上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・
マッピングは、構成ｚｅｒｏ５４１ａのための新しいアソシエーション・マッピング５４
５である。
【０１６５】
　構成ｚｅｒｏ５４１ａのための第２のアソシエーション領域５４７ａは、サブフレーム
８および９を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム３へのアソシエ
ーション・マッピングを含む。サブフレーム８から上りリンク・サブフレーム３へのアソ
シエーションおよびサブフレーム９から上りリンク・サブフレーム３へのアソシエーショ
ンは、構成ｚｅｒｏ５４１ａのための新しいアソシエーション・マッピング５４５である
。
【０１６６】
　構成ｚｅｒｏ５４１ａのための第３のアソシエーション領域５４７ａは、サブフレーム
０を含み、現在の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム４へのアソシエーショ
ン・マッピングを含む。サブフレーム０から上りリンク・サブフレーム４へのアソシエー
ションは、構成ｚｅｒｏ５４１ａの既存のアソシエーション・マッピング５４３である。
【０１６７】
　構成ｚｅｒｏ５４１ａのための第４のアソシエーション領域５４７ａは、サブフレーム
１を含み、現在の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム７へのアソシエーショ
ン・マッピングを含む。サブフレーム１から上りリンク・サブフレーム７へのアソシエー
ションは、構成ｚｅｒｏ５４１ａの既存のアソシエーション・マッピング５４３である。
【０１６８】
　構成ｚｅｒｏ５４１ａのための第５のアソシエーション領域５４７ａは、サブフレーム
３および４を含み、現在の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム８へのアソシ
エーション・マッピングを含む。サブフレーム３から上りリンク・サブフレーム８へのア
ソシエーションおよびサブフレーム４から上りリンク・サブフレーム８へのアソシエーシ
ョンは、構成ｚｅｒｏ５４１ａのための新しいアソシエーション・マッピング５４５であ
る。
【０１６９】
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　構成ｚｅｒｏ５４１ａのための第６のアソシエーション領域５４７ａは、サブフレーム
５を含み、現在の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム９へのアソシエーショ
ン・マッピングを含む。サブフレーム５から上りリンク・サブフレーム９へのアソシエー
ションは、構成ｚｅｒｏ５４１ａの既存のアソシエーション・マッピング５４３である。
【０１７０】
　構成ｏｎｅ５４１ｂ（例えば、“１”）は、４つのアソシエーション領域５４７ｂに対
応する。構成ｏｎｅ５４１ｂのための第１のアソシエーション領域５４７ｂは、サブフレ
ーム５および６を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム２へのアソ
シエーション・マッピングを含む。サブフレーム５および６から上りリンク・サブフレー
ム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｏｎｅ５４１ｂの既存のアソシエーショ
ン・マッピング５４３である。
【０１７１】
　構成ｏｎｅ５４１ｂのための第２のアソシエーション領域５４７ｂは、サブフレーム７
、８および９を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム３へのアソシ
エーション・マッピングを含む。サブフレーム７および８から上りリンク・サブフレーム
３へのアソシエーション・マッピングは、構成ｏｎｅ５４１ｂのための新しいアソシエー
ション・マッピング５４５である。サブフレーム９から上りリンク・サブフレーム３への
アソシエーションは、構成ｏｎｅ５４１ｂのための既存のアソシエーション・マッピング
５４３である。
【０１７２】
　構成ｏｎｅ５４１ｂのための第３のアソシエーション領域５４７ｂは、サブフレーム０
および１を含み、同じ無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム７へのアソシエー
ション・マッピングを含む。サブフレーム０および１から上りリンク・サブフレーム７へ
のアソシエーション・マッピングは、構成ｏｎｅ５４１ｂのための既存のアソシエーショ
ン・マッピング５４３である。
【０１７３】
　構成ｏｎｅ５４１ｂのための第４のアソシエーション領域５４７ｂは、サブフレーム３
および４を含み、同じ無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム８へのアソシエー
ション・マッピングを含む。サブフレーム３から上りリンク・サブフレーム８へのアソシ
エーション・マッピングは、構成ｏｎｅ５４１ｂのための新しいアソシエーション・マッ
ピング５４５である。サブフレーム４から上りリンク・サブフレーム８へのアソシエーシ
ョンは、構成ｏｎｅ５４１ｂのための既存のアソシエーション・マッピング５４３である
。
【０１７４】
　構成ｔｗｏ５４１ｃ（例えば、“２”）は、２つのアソシエーション領域５４７ｃに対
応する。構成ｔｗｏ５４１ｃのための第１のアソシエーション領域５４７ｃは、サブフレ
ーム４、５、６、７および８を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレー
ム２へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム４、５、６および８から上
りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｗｏ５４１ｃの
ための既存のアソシエーション・マッピング５３４である。サブフレーム７から上りリン
ク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｗｏ５４１ｃのための
新しいアソシエーション・マッピング５４５である。
【０１７５】
　構成ｔｗｏ５４１ｃのための第２のアソシエーション領域５４７ｃは、サブフレーム９
、０、１および３を含み、上りリンク・サブフレーム７へのアソシエーション・マッピン
グを含む。サブフレーム９、０、１および３から上りリンク・サブフレーム７へのアソシ
エーション・マッピングは、構成ｔｗｏ５４１ｃのための既存のアソシエーション・マッ
ピング５４３である。
【０１７６】
　構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄ（例えば、“３”）は、３つのアソシエーション領域５４７ｄ
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に対応する。構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄのための第１のアソシエーション領域５４７ｄは、
サブフレーム１、３、４、５および６を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サ
ブフレーム２へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム１、５および６か
ら上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｈｒｅｅ５
４１ｄのための既存のアソシエーション・マッピング５４３である。サブフレーム３およ
び４からのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄのための新しいア
ソシエーション・マッピング５４５である。
【０１７７】
　構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄのための第２のアソシエーション領域５４７ｄは、サブフレー
ム７および８を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム３へのアソシ
エーション・マッピングを含む。サブフレーム７および８から上りリンク・サブフレーム
３へのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄのための既存のアソシ
エーション・マッピング５４３である。
【０１７８】
　構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄのための第３のアソシエーション領域５４７ｄは、サブフレー
ム９および０を含み、上りリンク・サブフレーム４へのアソシエーション・マッピングを
含む。サブフレーム９および０から上りリンク・サブフレーム４へのアソシエーション・
マッピングは、構成ｔｈｒｅｅ５４１ｄのための既存のアソシエーション・マッピング５
４３である。
【０１７９】
　図６は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、上りリンク送信（report
ing）のためのアソシエーション領域のいくつかの例を示すダイアグラムである。便宜上
、（現行の３ＧＰＰ仕様における）既存のアソシエーション６４３は実線で示され、アソ
シエーション領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション６４５は、破
線で示される。それぞれのサブフレーム６２３は、サブフレーム番号６３９に対応する。
サブフレーム６２３は、サブフレーム番号６３９によって参照される。
【０１８０】
　構成ｆｏｕｒ６４１ｅ（例えば、“４”）は、２つのアソシエーション領域６４７ｅに
対応する。構成ｆｏｕｒ６４１ｅのための第１のアソシエーション領域６４７ｅは、サブ
フレーム０、１、３、４および５を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフ
レーム２へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム０、１、４および５か
ら上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｆｏｕｒ６４
１ｅのための既存のアソシエーション・マッピング６３４である。サブフレーム３から上
りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｆｏｕｒ６４１ｅ
のための新しいアソシエーション・マッピング６４５である。
【０１８１】
　構成ｆｏｕｒ６４１ｅのための第２のアソシエーション領域６４７ｅは、サブフレーム
６、７、８および９を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム３への
アソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム６、７、８および９から上りリンク
・サブフレーム３へのアソシエーション・マッピングは、構成ｆｏｕｒ６４１ｅのための
既存のアソシエーション・マッピング６４３である。
【０１８２】
　構成ｆｉｖｅ６４１ｆ（例えば、“５”）は、１つのアソシエーション領域６４７ｅに
対応する。構成ｆｉｖｅ６４１ｆのための第１のアソシエーション領域６４７ｆは、サブ
フレーム９、０、１、３、４、５、６、７および８を含み、次の無線フレームにおける上
りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム９、
０、１、３、４、５、６、７および８から上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーシ
ョン・マッピングは、構成ｆｉｖｅ６４１ｆのための既存のアソシエーション・マッピン
グ６４３である。
【０１８３】
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　構成ｓｉｘ６４１ｇ（例えば、“６”）は、５つのアソシエーション領域６４７ｇに対
応する。構成ｓｉｘ６４１ｇのための第１のアソシエーション領域６４７ｇは、サブフレ
ーム５を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーシ
ョン・マッピングを含む。サブフレーム５から上りリンク・サブフレーム２へのアソシエ
ーション・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための既存のアソシエーション・マッピ
ング６４３である。構成ｓｉｘ６４１ｇのための第２のアソシエーション領域６４７ｇは
、サブフレーム６および７を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム
３へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム６から上りリンク・サブフレ
ーム２へのアソシエーション・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための既存のアソシ
エーション・マッピング６４３である。サブフレーム７から上りリンク・サブフレーム２
へのアソシエーション・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための新しいアソシエーシ
ョン・マッピング６４５である。
【０１８４】
　構成ｓｉｘ６４１ｇのための第３のアソシエーション領域６４７ｇは、サブフレーム８
および９を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム４へのアソシエー
ション・マッピングを含む。サブフレーム８から上りリンク・サブフレーム４へのアソシ
エーション・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための新しいアソシエーション・マッ
ピング６４５である。サブフレーム９から上りリンク・サブフレーム４へのアソシエーシ
ョン・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための既存のアソシエーション・マッピング
６４３である。
【０１８５】
　構成ｓｉｘ６４１ｇのための第４のアソシエーション領域６４７ｇは、サブフレーム０
を含み、同じ無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム７へのアソシエーション・
マッピングを含む。サブフレーム０から上りリンク・サブフレーム７へのアソシエーショ
ン・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための既存のアソシエーション・マッピング６
４３である。
【０１８６】
　構成ｓｉｘ６４１ｇのための第５のアソシエーション領域６４７ｇは、サブフレーム１
、３および４を含み、同じ無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム８へのアソシ
エーション・マッピングを含む。サブフレーム１から上りリンク・サブフレーム８へのア
ソシエーション・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための既存のアソシエーション・
マッピング６４３である。サブフレーム３および４から上りリンク・サブフレーム８への
アソシエーション・マッピングは、構成ｓｉｘ６４１ｇのための新しいアソシエーション
・マッピング６４５である。
【０１８７】
　図７は、構成ｚｅｒｏ７４１ａのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ構成７
４１ｂ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－ＤＬ構成７４１ｂ～ｇに適用
される、図７に示されるアソシエーション領域７４７ａは、図５に示されるアソシエーシ
ョン領域５４７ａと同じである。図７における構成７４１ａ～ｇは、対応するサブフレー
ム番号７３９ａ～ｇを持つサブフレーム７２３ａ～ｇとして示される。下の表１２は、構
成ｚｅｒｏ７４１ａのための既存のアソシエーション７４３、および異なるＵＬ－ＤＬ構
成のアグリゲートされた上りリンク送信（reporting）のために追加されたアソシエーシ
ョン７４５を示す。
【０１８８】
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【表１２】

【０１８９】
　表１２にリストされる追加されたアソシエーションは、図５に関して前述された構成ｚ
ｅｒｏ７４１ａのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）を可
能にする。例えば、構成ｚｅｒｏ７４１ａのための第１のアソシエーション領域７４７ａ
は、構成ｔｈｒｅｅ７４１ｄ、構成ｆｏｕｒ７４１ｅおよび構成ｆｉｖｅ７４１ｆのため
の追加の下りリンク・サブフレーム（例えば、サブフレーム７）を取り込む。図示される
ように、構成ｚｅｒｏ７４１ａのためのアソシエーション領域７４７ａは、他のＵＬ－Ｄ
Ｌ構成のいずれかの上りリンク送信（reporting）を可能にする。
【０１９０】
　図８は、構成ｏｎｅ８４１ｂのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ構成８４
１ａ、８４１ｃ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－ＤＬ構成８４１ａ、
ｃ～ｇに適用される、図８に示されるアソシエーション領域８４７ｂは、図５に示される
アソシエーション領域５４７ｂと同じである。図８における構成８４１ａ～ｇは、対応す
るサブフレーム番号８３９ａ～ｇを持つサブフレーム８２３ａ～ｇとして示される。下の
表１３は、構成ｏｎｅ８４１ｂのための既存のアソシエーション８４３、および異なるＵ
Ｌ－ＤＬ構成のアグリゲートされた上りリンク送信（reporting）のために追加されたア
ソシエーション８４５を示す。
【０１９１】

【表１３】

【０１９２】
　表１３にリストされる追加されたアソシエーションは、図５に関して前述された構成ｏ
ｎｅ８４１ｂのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）を可能
にする。例えば、構成ｏｎｅ８４１ｂのための第２のアソシエーション領域８４７ｂは、
構成ｔｗｏ８４１ｃ、構成ｔｈｒｅｅ８４１ｄ、構成ｆｏｕｒ８４１ｅおよび構成ｆｉｖ
ｅ８４１ｆのための追加の下りリンク・サブフレーム（例えば、サブフレーム７および８
）を取り込む。図示されるように、構成ｏｎｅ８４１ｂのためのアソシエーション領域８
４７ｂは、他のＵＬ－ＤＬ構成のいずれかの上りリンク送信（reporting）を可能にする
。
【０１９３】
　図９は、構成ｔｗｏ９４１ｃのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ構成９４
１ａ～ｂ、９４１ｄ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－ＤＬ構成９４１
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ａ～ｂ、９４１ｄ～ｇに適用される、図９に示されるアソシエーション領域９４７ｃは、
図５に示されるアソシエーション領域５４７ｃと同じである。図９における構成９４１ａ
～ｇは、対応するサブフレーム番号９３９ａ～ｇを持つサブフレーム９２３ａ～ｇとして
示される。下の表１４は、構成ｔｗｏ９４１ｃのための既存のアソシエーション９４３、
および異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲートされた上りリンク送信（reporting）のため
に追加されたアソシエーション９４５を示す。
【０１９４】
【表１４】

【０１９５】
　表１４にリストされる追加されたアソシエーションは、図５に関して前述された構成ｔ
ｗｏ９４１ｃのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）を可能
にする。例えば、構成ｔｗｏ９４１ｃのための第１のアソシエーション領域９４７ｃは、
構成ｔｈｒｅｅ９４１ｄ、構成ｆｏｕｒ９４１ｅ、構成ｆｉｖｅ９４１ｆのための追加の
下りリンク・サブフレーム（例えば、サブフレーム７）を取り込む。図示されるように、
構成ｔｗｏ９４１ｃのためのアソシエーション領域９４７ｃは、他のＵＬ－ＤＬ構成のい
ずれかの上りリンク送信（reporting）を可能にする。
【０１９６】
　図１０は、構成ｔｈｒｅｅ１０４１ｄのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ
構成１０４１ａ～ｃ、１０４１ｅ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－Ｄ
Ｌ構成１０４１ａ～ｃ、１０４１ｅ～ｇに適用される、図１０に示されるアソシエーショ
ン領域１０４７ｄは、図５に示されるアソシエーション領域５４７ｄと同じである。図１
０における構成１０４１ａ～ｇは、対応するサブフレーム番号１０３９ａ～ｇを持つサブ
フレーム１０２３ａ～ｇとして示される。下の表１５は、構成ｔｈｒｅｅ１０４１ｄのた
めの既存のアソシエーション１０４３、および異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲートされ
た上りリンク送信（reporting）のために追加されたアソシエーション１０４５を示す。
【０１９７】
【表１５】

【０１９８】
　表１５にリストされる追加されたアソシエーションは、図５に関して前述された構成ｔ
ｈｒｅｅ１０４１ｄのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）
を可能にする。例えば、構成ｔｈｒｅｅ１０４１ｄのための第１のアソシエーション領域
１０４７ｄは、構成ｏｎｅ１０４１ｂ、構成ｔｗｏ１０４１ｃ、構成ｆｏｕｒ１０４１ｅ
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フレーム３および４）を取り込む。図示されるように、構成ｔｈｒｅｅ１０４１ｄのため
のアソシエーション領域１０４７ｄは、他のＵＬ－ＤＬ構成のいずれかの上りリンク送信
（reporting）を可能にする。
【０１９９】
　図１１は、構成ｆｏｕｒ１１４１ｅのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ構
成１１４１ａ～ｄ、１１４１ｆ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－ＤＬ
構成１１４１ａ～ｄ、１１４１ｆ～ｇに適用される、図１１に示されるアソシエーション
領域１１４７ｅは、図６に示されるアソシエーション領域６４７ｅと同じである。図１１
における構成１１４１ａ～ｇは、対応するサブフレーム番号１１３９ａ～ｇを持つサブフ
レーム１１２３ａ～ｇとして示される。下の表１６は、構成ｆｏｕｒ１１４１ｅのための
既存のアソシエーション１１４３、および異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲートされた上
りリンク送信（reporting）のために追加されたアソシエーション１１４５を示す。
【０２００】

【表１６】

【０２０１】
　表１６にリストされる追加されたアソシエーションは、図６に関して前述された構成ｆ
ｏｕｒ１１４１ｅのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）を
可能にする。例えば、構成ｆｏｕｒ１１４１ｅのための第１のアソシエーション領域１１
４７ｅは、構成ｔｗｏ１１４１ｃおよび構成ｆｉｖｅ１１４１ｆのための追加の下りリン
ク・サブフレーム（例えば、サブフレーム３）を取り込む。図示されるように、構成ｆｏ
ｕｒ１１４１ｅのためのアソシエーション領域１１４７ｅは、他のＵＬ－ＤＬ構成のいず
れかの上りリンク送信（reporting）を可能にする。
【０２０２】
　図１２は、構成ｆｉｖｅ１２４１ｆのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ構
成１２４１ａ～ｅ、１２４１ｇに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－ＤＬ構成
１２４１ａ～ｅ、ｇに適用される、図１２に示されるアソシエーション領域１２４７ｆは
、図６に示されるアソシエーション領域６４７ｆと同じである。図１２における構成１２
４１ａ～ｇは、対応するサブフレーム番号１２３９ａ～ｇを持つサブフレーム１２２３ａ
～ｇとして示される。下の表１７は、構成ｆｏｕｒ１２４１ｆのための既存のアソシエー
ション１２４３、および異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲートされた上りリンク送信（re
porting）のために追加されたアソシエーション１２４５を示す。
【０２０３】
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【表１７】

【０２０４】
　表１７にリストされる追加されたアソシエーションは、図６に関して前述された構成ｆ
ｉｖｅ１２４１ｆのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）を
可能にする。図示されるように、構成ｆｉｖｅ１２４１ｆのためのアソシエーション領域
１２４７ｆは、他のＵＬ－ＤＬ構成のいずれかの上りリンク送信（reporting）を可能に
する。
【０２０５】
　図１３は、構成ｓｉｘ１３４１ｇのためのアソシエーション領域を他のＵＬ－ＤＬ構成
１３４１ａ～ｆに対してより具体的に示す。例えば、他のＵＬ－ＤＬ構成１３４１ａ～ｆ
に適用される、図１３に示されるアソシエーション領域１３４７ｇは、図６に示されるア
ソシエーション領域６４７ｇと同じである。図１３における構成１３４１ａ～ｇは、対応
するサブフレーム番号１３３９ａ～ｇを持つサブフレーム１３２３ａ～ｇとして示される
。下の表１８は、構成ｓｉｘ１３４１ｇのための既存のアソシエーション１３４３、およ
び異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲートされた上りリンク送信（reporting）のために追
加されたアソシエーション１３４５を示す。
【０２０６】
【表１８】

【０２０７】
　表１８にリストされる追加されたアソシエーションは、図６に関して前述された構成ｓ
ｉｘ１３４１ｇのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（reporting）を可
能にする。例えば、構成ｓｉｘ１３４１ｇのための第２のアソシエーション領域１３４７
ｇは、構成ｔｈｒｅｅ１３４１ｄ、構成ｆｏｕｒ１３４１ｅおよび構成ｆｉｖｅ１３４１
ｆのための追加の下りリンク・サブフレーム（例えば、サブフレーム７）を取り込む。図
示されるように、構成ｓｉｘ１３４１ｇのためのアソシエーション領域１３４７ｇは、他
のＵＬ－ＤＬ構成のいずれかの上りリンク送信（reporting）を可能にする。
【０２０８】
　図１４～２０は、各ＵＬ－ＤＬ構成におけるより均等な分配マッピング・アプローチの
一例を示す。いくつかの場合、アソシエーション領域マッピング・アプローチは、不均衡
な上りリンク送信（reporting）ペイロードをもたらす。例えば、ＰＣｅｌｌが構成３を
有し、ＳＣｅｌｌが構成２を有する場合には、ＳＣｅｌｌからマッピングされるＡＣＫ／
ＮＡＣＫビットの数は、それぞれ上りリンク・サブフレーム２、３および４に対して５、
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グ・アプローチを効果的に利用する能力を制限する。しかしながら、他に多くの可能なア
ソシエーション領域マッピング・アプローチがある。１つの可能なアプローチは、より均
等な分配マッピング・アプローチである。より均等な分配マッピング・アプローチ（例え
ば分配マッピング（distribution mapping））は、より均等に分配された上りリンク送信
（reporting）ペイロードのために、可能な上りリンク送信（reporting）アソシエーショ
ンを定義する。一構成において、分配領域は、サブフレームのセットがより均等にバラン
スを取って関連付けられた上りリンク・サブフレームの領域を特定する、参照構成に関し
て定義される。分配領域は、上りリンク送信（reporting）ペイロードのバランスを取る
新しい上りリンク送信（reporting）アソシエーションを追加することができる。
【０２０９】
　分配マッピングは、種々の可能なアソシエーションを用いて達成される。一構成におい
ては、アソシエーション領域マッピング・アプローチの不均衡なアソシエーションが、よ
り均等にバランスを取った分配マッピングを提供するために再定義される。分配マッピン
グのいくつかの例が本明細書に記載される。留意すべきは、用語「より均等に」、「バラ
ンスを取った」およびそれらの変形が、サブフレーム間の不釣り合いを低減するために、
多くのサブフレームにわたってビットが分配されることを意味するために用いられること
である。しかしながら、留意すべきは、「バランスを取った」または「より均等な」分配
が、サブフレーム当りのビットの平均数を必要としないことである。逆に、いくつかの場
合、ビットが「不均衡な」アソシエーション領域マッピング・アプローチと比較してより
均等に分配される。
【０２１０】
　留意すべきは、異なるセルにおいて異なるアソシエーション・マッピング・アプローチ
が用いられることである。例えば、１つのセルに第１のアプローチが適用され、第２のセ
ルに第２のアプローチが適用されてもよい。以下に図面を参照して、分配領域がより詳細
に記載される。便宜上、分配領域は点線輪郭内に示される。
【０２１１】
　図１４は、他の構成１４４１ｂ～ｇに適用される、構成ｚｅｒｏ１４４１ａのためのよ
り均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。便宜上、分配領
域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション１４４９は、実線で示される
。サブフレーム番号１４３９は、対応するサブフレーム１４２３を示す。この例では、２
つの分配領域１４５１ａが構成ｚｅｒｏ１４４１ａに対応する。構成ｚｅｒｏ１４４１ａ
のための第１の分配領域１４５１ａは、上りリンク・サブフレーム２、３および４を含み
、構成ｚｅｒｏ１４４１ａのための第２の分配領域１４５１ａは、上りリンク・サブフレ
ーム７、８および９を含む。構成ｚｅｒｏ１４４１ａ（例えば、参照構成）において、サ
ブフレーム６、０、１および５からの可能なアソシエーション１４４９は、第１の分配領
域１４５１ａおよび第２の分配領域１４５１ａ内のサブフレーム１４２３ａの間に分配さ
れる。図１４に示されるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（re
porting）サブフレームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配
領域１４５１ａ内のサブフレーム１４２３の間に分配される。例えば、構成ｔｈｒｅｅ１
４４１ｄにおいて、サブフレーム６、７、８、９、０、１および５からの可能なアソシエ
ーション１４４９は、分配領域１４５１ａ内のサブフレーム１４２３ｄの間でバランスが
取られ、サブフレーム６、７および８は、第１の分配領域１４５１ａ内でバランスが取ら
れ、サブフレーム９、０、１および５は、第２の分配領域１４５１ａ内でバランスが取ら
れる。下の表１９は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーシ
ョンの一例をまとめる。
【０２１２】
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【表１９】

【０２１３】
　図１５は、他の構成１５４１ａ、１５４１ｃ～ｇに適用される、構成ｏｎｅ１５４１ｂ
のためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。便宜
上、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション１５４９は、実線
で示される。サブフレーム番号１５３９は、対応するサブフレーム１５２３を示す。この
例では、２つの分配領域１５５１ｂが構成ｏｎｅ１５４１ｂに対応する。構成ｏｎｅ１５
４１ｂのための第１の分配領域１５５１ｂは、上りリンク・サブフレーム２、３を含み、
構成ｏｎｅ１５４１ｂのための第２の分配領域１５５１ｂは、上りリンク・サブフレーム
７および８を含む。構成ｏｎｅ１５４１ｂ（例えば、参照構成）において、サブフレーム
５、６、９、０、１および４からの可能なアソシエーション１５４９は、第１の分配領域
１５５１ｂおよび第２の分配領域１５５１ｂ内のサブフレーム１５２３ｂの間に分配され
る。図１５に示されるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（repo
rting）サブフレームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領
域１５５１ｂ内のサブフレーム１５２３の間に分配される。例えば、構成ｔｈｒｅｅ１５
４１ｄにおいて、サブフレーム５、６、７、８、９、０および１からの可能なアソシエー
ション１５４９は、分配領域１５５１ｂ内のサブフレーム１５２３ｄの間でバランスが取
られ、サブフレーム５、６、７および８は、第１の分配領域１５５１ｂ内でバランスが取
られ、サブフレーム９、０および１は、第２の分配領域１５５１ｂ内でバランスが取られ
る。以下の表２０は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーシ
ョンの一例をまとめる。
【０２１４】

【表２０】

【０２１５】
　図１６は、他の構成１６４１ａ～ｂ、１６４１ｄ～ｇに適用される、構成ｔｗｏ１６４
１ｃのためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。
便宜上、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション１６４９は、
実線で示される。サブフレーム番号１６３９は、対応するサブフレーム１６２３を示す。
この例では、２つの分配領域１６５１ｃが構成ｔｗｏ１６４１ｃに対応する。構成ｔｗｏ
１６４１ｃのための第１の分配領域１６５１ｃは、上りリンク・サブフレーム２を含み、
構成ｔｗｏ１５４１ｃのための第２の分配領域１６５１ｃは、上りリンク・サブフレーム
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７を含む。構成ｔｗｏ１６４１ｃ（例えば、参照構成）において、サブフレーム４、５、
６、８、９、０、１および３からの可能なアソシエーション１６４９は、第１の分配領域
１６５１ｃおよび第２の分配領域１６５１ｃ内のサブフレーム１６２３ｃの間に分配され
る。図１６に示されるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（repo
rting）サブフレームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領
域１６５１ｂ内のサブフレーム１６２３の間に分配される。例えば、構成ｔｈｒｅｅ１６
４１ｄにおいて、サブフレーム５、６、７、８、９、０および１からの可能なアソシエー
ション１６４９は、分配領域１６５１ｃ内のサブフレーム１６２３ｄの間でバランスが取
られ、サブフレーム５、６、７および８は、第１の分配領域１６５１ｃ内でバランスが取
られ、サブフレーム９、０および１は、第２の分配領域１６５１ｃ内でバランスがとられ
る。下の表２１は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーショ
ンの一例をまとめる。
【０２１６】
【表２１】

【０２１７】
　図１７は、他の構成１７４１ａ～ｃ、１７４１ｅ～ｇに適用される、構成ｔｈｒｅｅ１
７４１ｃのためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムであ
る。便宜上、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション１７４９
は、実線で示される。サブフレーム番号１７３９は、対応するサブフレーム１７２３を示
す。この例では、１つの分配領域１７５１ｄが構成ｔｈｒｅｅ１７４１ｄに対応する。構
成ｔｈｒｅｅ１７４１ｄのための第１の分配領域１７５１ｄは、上りリンク・サブフレー
ム２、３および４を含む。構成ｔｈｒｅｅ１７４１ｄ（例えば、参照構成）において、サ
ブフレーム１、５、６、７、８、９および０からの可能なアソシエーション１７４９は、
第１の分配領域１７５１ｄ内のサブフレーム１７２３ｄの間に分配される。図１７に示さ
れるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サブフレ
ームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領域１７５１ｄ内
のサブフレーム１７２３の間に分配される。例えば、構成ｔｗｏ１７４１ｃにおいて、サ
ブフレーム１、３、４、５、６、８、９および０からの可能なアソシエーション１７４９
は、分配領域１７５１ｄ内のサブフレーム１７２３ｄの間でバランスが取られる。表２２
は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーションの一例をまと
める。
【０２１８】
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【表２２】

【０２１９】
　図１８は、他の構成１８４１ａ～ｄ、１８４１ｆ～ｇに適用される、構成ｆｏｕｒ１８
４１ｅのためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである
。便宜上、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション１８４９は
、実線で示される。サブフレーム番号１８３９は、対応するサブフレーム１８２３を示す
。この例では、分配領域１８５１ｅが構成ｆｏｕｒ１８４１ｅに対応する。構成ｆｏｕｒ
１８４１ｅのための第１の分配領域１８５１ｅは、上りリンク・サブフレーム２および３
を含む。構成ｆｏｕｒ１８４１ｅ（例えば、参照構成）において、サブフレーム０、１、
４、５、６、７、８および９からの可能なアソシエーション１８４９は、第１の分配領域
１８５１ｅ内のサブフレーム１８２３ｅの間に分配される。図１８に示されるように、そ
れぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サブフレームに関する上
りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領域１８５１ｅ内のサブフレーム
１８２３の間に分配される。下の表２３は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッ
ピング・アソシエーションの一例をまとめる。
【０２２０】
【表２３】

【０２２１】
　図１９は、他の構成１９４１ａ～ｅ、１９４１ｇに適用される、構成ｆｉｖｅ１９４１
ｆのためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。便
宜上、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション１９４９は、実
線で示される。サブフレーム番号１９３９は、対応するサブフレーム１９２３を示す。こ
の例では、１つの分配領域１９５１ｆが構成ｆｉｖｅ１９４１ｆに対応する。構成ｆｉｖ
ｅ１９４１ｆのための第１の分配領域１９５１ｆは、上りリンク・サブフレーム２を含む
。構成ｆｉｖｅ１９４１ｆ（例えば、参照構成）において、サブフレーム９、０、１、３
、４、５、６、７および８からの可能なアソシエーション１９４９は、第１の分配領域１
９５１ｆ内のサブフレーム１９２３ｆの間に分配される。図１９に示されるように、それ
ぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サブフレームに関する上り
リンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領域１９５１ｆ内のサブフレーム１
９２３の間に分配される。下の表２４は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピ
ング・アソシエーションの一例をまとめる。
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【０２２２】
【表２４】

【０２２３】
　図２０は、他の構成２０４１ａ～ｆに適用される、構成ｓｉｘ２０４１ｇのためのより
均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。便宜上、分配領域
マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション２０４９は、実線で示される。
サブフレーム番号２０３９は、対応するサブフレーム２０２３を示す。この例では、２つ
の分配領域２０５１ｇが構成ｓｉｘ２０４１ｇに対応する。構成ｓｉｘ２０４１ｇのため
の第１の分配領域２０５１ｇは、上りリンク・サブフレーム２、３および４を含み、構成
ｓｉｘ２０４１ｇのための第２の分配領域２０５１ｇは、上りリンク・サブフレーム７お
よび８を含む。構成ｓｉｘ２０４１ｇ（例えば、参照構成）において、サブフレーム５、
６、９、０および１からの可能なアソシエーション２０４９は、第１の分配領域２０５１
ｇおよび第２の分配領域２０５１ｇ内のサブフレーム２０２３ｇの間に分配される。図２
０に示されるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）
サブフレームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領域２０
５１ｇ内のサブフレーム２０２３の間に分配される。例えば、構成ｔｈｒｅｅ２０４１ｄ
において、サブフレーム５、６、７、８、９、０および１からの可能なアソシエーション
２０４９は、分配領域２０５１ｇ内のサブフレーム２０２３ｄの間でバランスが取られ、
サブフレーム５、６および７は、第１の分配領域２０５１ｇ内でバランスが取られ、サブ
フレーム８、９、０および１は、第２の分配領域２０５１ｇ内でバランスが取られる。表
２５は、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーションの一例を
まとめる。
【０２２４】

【表２５】

【０２２５】
　図２１は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って参照セルとして用いられ
る、２つの新しいスーパーセット上り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を示すダイアグラム
である。いくつかの場合、用いられる上りリンク・サブフレームの数を増加させるのが有
利である。例えば、上りリンク・サブフレームの数の増加は、上りリンク送信（reportin
g）ペイロードのサイズを低減する。
【０２２６】
　一構成において、上りリンク・サブフレームの数は、いくつかまたはすべてのセルから
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の上りリンク・サブフレームの組み合わせを用いることによって増加する。特定のサブフ
レームの間に、複数のセルが上りリンク・サブフレームを含む場合、最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤ
を持つセルにおける上りリンク・サブフレームが用いられる。例えば、ＰＣｅｌｌ（例え
ば、Ｃｅｌｌ＿ＩＤ＝０）の上りリンク・サブフレームが１つ以上のＳＣｅｌｌの上りリ
ンク・サブフレームと組み合わされる。この例では、ＰＣｅｌｌが、ＰＣｅｌｌの上りリ
ンク・サブフレーム用の上りリンク送信（reporting）セルであり、（例えば、特定のサ
ブフレームに対して最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを持つ）ＳＣｅｌｌが、ＰＣｅｌｌでの下りリン
ク・サブフレームの間に発生する任意の上りリンク・サブフレーム用の上りリンク送信（
reporting）セルである。例として、構成２および構成３が両方ともに用いられる場合、
上りリンク・サブフレームの数を増加させるために構成２および構成３が組み合わされる
。例として、構成３を持つセルは、サブフレーム３、４および５のための上りリンク送信
（reporting）セルとして用いられ、構成２を持つセルは、サブフレーム７のための上り
リンク送信（reporting）セルとして用いられる。
【０２２７】
　異なるＵＬ－ＤＬ構成からの上りリンク・サブフレームの組み合わせは、１つ以上のス
ーパーセットＵＬ－ＤＬ構成をもたらす。例えば、構成ｔｗｏおよび構成ｔｈｒｅｅから
の上りリンク・サブフレームが、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈ（例えば、“２＋３
”）と呼ばれるスーパーセットＵＬ－ＤＬ構成を形成するために組み合わされる。別の例
では、構成ｔｗｏおよび構成ｆｏｕｒからの上りリンク・サブフレームが、構成ｔｗｏ＋
ｆｏｕｒ２１４１ｉ（例えば、“２＋４”）と呼ばれるスーパーセットＵＬ－ＤＬ構成を
形成するために組み合わされる。いくつかの場合、スーパーセットＵＬ－ＤＬ構成は、参
照構成として用いられる。一構成において、参照セルは、参照構成としてスーパーセット
ＵＬ－ＤＬ構成（例えば、構成２＋３、構成２＋４）を有する。別の構成では、上りリン
ク・送信（reporting）・セルの組み合わせがスーパーセットＵＬ－ＤＬ構成（例えば、
構成２＋３、構成２＋４）を実現する。例として、構成２を有する第１の上りリンク送信
（reporting）セルからの上りリンク・サブフレーム、および構成３を有する第２の上り
リンク送信（reporting）セルからの上りリンク・サブフレームが、スーパーセット参照
構成（例えば、構成２＋３）を実現するために組み合わされる。一構成において、第１の
上りリンク送信（reporting）セルも第２の上りリンク送信（reporting）セルも参照セル
である。別の構成では、参照セルが、サブフレームに基づいて切り替えられる。例として
、いくつかのサブフレームでは構成３を持つセルが参照セルであり、その後、いくつかの
サブフレームでは参照セルが構成２を持つセルに切り替えられる。
【０２２８】
　構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈおよび構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉは、参照構
成として、本明細書に記載されるすべてのシステムおよび方法に用いられる。例えば、ア
ソシエーション領域マッピングが、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈおよび構成ｔｗｏ
＋ｆｏｕｒ２１４１ｉに基づく。別の例では、より均等な分配マッピングは、構成ｔｗｏ
＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈおよび構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉに基づく。
【０２２９】
　構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈおよび構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉが図２１に
示される。便宜上、アソシエーション領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシ
エーション２１４５は、破線で示される。サブフレーム番号２１３９は、対応するサブフ
レーム２１２３を示す。構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈは、４つのアソシエーション
領域２１４７ｈを含む。構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈのための第１のアソシエーシ
ョン領域２１４７ｈは、サブフレーム３、４および５を含み、次の無線フレームにおける
上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム３
、４および５から上りリンク・サブフレーム２へのアソシエーションは、構成ｔｗｏ＋ｔ
ｈｒｅｅ２１４１ｈのための新しいアソシエーション・マッピング２１４５である。
【０２３０】
　構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈのための第２のアソシエーション領域２１４７ｈは
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３へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム６および７から上りリンク・
サブフレーム３へのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１
ｈのための新しいアソシエーション・マッピング２１４５である。
【０２３１】
　構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈのための第３のアソシエーション領域２１４７ｈは
、サブフレーム８および９を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム
４へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム８および９から上りリンク・
サブフレーム４へのアソシエーションは、構成ｔｗｏ－ｔｈｒｅｅ２１４１ｈのための新
しいアソシエーション・マッピング２１４５である。
【０２３２】
　構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈのための第４のアソシエーション領域２１４７ｈは
、サブフレーム０および１を含み、現在の無線フレームにおける上りリンク・サブフレー
ム７へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム０および１から上りリンク
・サブフレーム７へのアソシエーションは、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２１４１ｈのための
新しいアソシエーション・マッピング２１４５である。
【０２３３】
　構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉは、３つのアソシエーション領域２１４７ｉを含む。
構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉのための第１のアソシエーション領域２１４７ｉは、サ
ブフレーム３、４および５を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレーム
２へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム３、４および５から上りリン
ク・サブフレーム２へのアソシエーションは、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉのための
新しいアソシエーション・マッピング２１４５である。
【０２３４】
　構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉのための第２のアソシエーション領域２１４７ｉは、
サブフレーム６、７および８を含み、次の無線フレームにおける上りリンク・サブフレー
ム３へのアソシエーション・マッピングを含む。サブフレーム６、７および８から上りリ
ンク・サブフレーム３へのアソシエーション・マッピングは、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１
４１ｉのための新しいアソシエーション・マッピング２１４５である。
【０２３５】
　構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２１４１ｉのための第３のアソシエーション領域２１４７ｉは、
サブフレーム９、０および１を含み、上りリンク・サブフレーム７へのアソシエーション
・マッピングを含む。サブフレーム９、０および１から上りリンク・サブフレーム７への
アソシエーションは、構成ｔｗｏ－ｆｏｕｒ２１４１ｉのための新しいアソシエーション
・マッピング２１４５である。
【０２３６】
　図２２は、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２２４１ｈのためのアソシエーション領域を他の上
り下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成２２４１ａ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他
のＵＬ－ＤＬ構成２２４１ａ～ｇに適用される、図２２に示されるアソシエーション領域
２２４７ｈは、図２１に示されるアソシエーション領域２１４７ｈと同じである。図２２
における構成２２４１ａ～ｈは、対応するサブフレーム番号２２３９ａ～ｈを持つサブフ
レーム２２２３ａ～ｈとして示される。下の表２６は、異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲ
ートされた上りリンク送信（reporting）のための構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２２４１ｈ（
例えば、参照構成）に関する可能なアソシエーション２２４５を示す。
【０２３７】
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【表２６】

【０２３８】
　表２６にリストされる可能なアソシエーションは、図２１に関して前述された構成ｔｗ
ｏ＋ｔｈｒｅｅ２２４１ｈのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（report
ing）を可能にする。例えば、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２２４１ｈのための第１のアソシ
エーション領域２２４７ｈは、構成ｏｎｅ２２４１ｂ、構成ｔｗｏ２２４１ｃ、構成ｆｏ
ｕｒ２２４１ｅおよび構成ｆｉｖｅ２２４１ｆのための追加の下りリンク・サブフレーム
（例えば、サブフレーム３および４）を取り込む。図示されるように、構成ｔｗｏ＋ｔｈ
ｒｅｅ２２４１ｈのためのアソシエーション領域２２４７ｈは、他のＵＬ－ＤＬ構成２２
４１ａ～ｇのいずれかの上りリンク送信（reporting）を可能にする。
【０２３９】
　図２３は、他の構成２３４１ａ～ｄに適用される、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２３４１ｈ
のためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。便宜
上、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション２３４９は、実線
で示される。サブフレーム番号２３３９は、対応するサブフレーム２３２３を示す。この
例では、２つの分配領域２３５１ｂが構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２３４１ｈに対応する。構
成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２３４１ｈのための第１の分配領域２３５１ｈは、上りリンク・サ
ブフレーム２、３および４を含み、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２３４１ｈのための第２の分
配領域２３５１ｈは、上りリンク・サブフレーム７を含む。分配領域２３５１ｈは、構成
ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２３４１ｈ（例えば、参照構成）に基づく。図２３に示されるように
、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サブフレームに関す
る上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、分配領域２３５１ｈ内のサブフレ
ーム２３２３の間に分配される。例えば、構成ｔｈｒｅｅ２３４１ｄにおいて、サブフレ
ーム５、６、７、８、９、０および１からの可能なアソシエーション２３４９は、分配領
域２３５１ｈ内のサブフレーム２３２３ｄの間でバランスが取られ、サブフレーム５、６
、７、８および９は、第１の分配領域２３５１ｈ内でバランスが取られ、サブフレーム０
および１は、第２の分配領域２３５１ｈ内でバランスが取られる。
【０２４０】
　図２４は、図２３に提示される例をさらに示すダイアグラムである。より具体的には、
図２４は、他の構成２４４１ｅ～ｇに適用される、構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２４４１ｈの
ためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示す。便宜上、分配領域マッピン
グに基づいて追加された可能なアソシエーション２４４９は、実線で示される。サブフレ
ーム番号２４３９は、対応するサブフレーム２４２３を示す。この例では、２つの分配領
域２４５１ｈが前述のように構成ｔｗｏ＋ｔｈｒｅｅ２３４１ｈに対応する。図２４に示
されるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サブフ
レームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、前述のように分配領
域２４５１ｈ内のサブフレーム２４２３の間に分配される。下の表２７は、それぞれのＵ
Ｌ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーションの一例をまとめる。表２７は、
図２３および２４におけるダイアグラムに対応する。
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【０２４１】
【表２７】

【０２４２】
　図２５は、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２５４１ｉのためのアソシエーション領域を他の上り
下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成２５４１ａ～ｇに対してより具体的に示す。例えば、他の
ＵＬ－ＤＬ構成２５４１ａ～ｇに適用される、図２５に示されるアソシエーション領域２
５４７ｉは、図２１に示されるアソシエーション領域２１４７ｉと同じである。図２５に
おける構成２５４１ａ～ｇ、２５４１ｉは、対応するサブフレーム番号２５３９ａ～ｇ、
２５３９ｉを持つサブフレーム２５２３ａ～ｇ、２５２３ｉとして示される。下の表２８
は、異なるＵＬ－ＤＬ構成のアグリゲートされた上りリンク送信（reporting）のための
構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２５４１ｉ（例えば、参照構成）に関する可能なアソシエーション
２５４５を示す。
【０２４３】

【表２８】

【０２４４】
　表２８にリストされる追加されたアソシエーションは、図２１に関して前述された構成
ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２５４１ｉのためのアソシエーション領域からの上りリンク送信（repo
rting）を可能にする。例えば、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２５４１ｉのための第１のアソシ
エーション領域２５４７ｉは、構成ｔｈｒｅｅ２５４１ｄおよび構成ｆｉｖｅ２５４１ｆ
のための追加の下りリンク・サブフレーム（例えば、サブフレーム３）を取り込む。図示
されるように、ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２５４１ｉのためのアソシエーション領域２５４７ｉは
、他のＵＬ－ＤＬ構成のいずれかの上りリンク送信（reporting）を可能にする。
【０２４５】
　図２６は、他の構成２６４１ａ～ｇに適用される、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２６４１ｉの
ためのより均等な分配マッピング・アプローチの一例を示すダイアグラムである。便宜上
、分配領域マッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション２６４９は、実線で
示される。サブフレーム番号２６３９は、対応するサブフレーム２６２３を示す。この例
では、２つの分配領域２６５１ｉが構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２６４１ｉに対応する。構成ｔ
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ｗｏ＋ｆｏｕｒ２６４１ｉのための第１の分配領域２６５１ｉは、上りリンク・サブフレ
ーム２および３を含み、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２６４１ｉのための第２の分配領域２６５
１ｉは、上りリンク・サブフレーム７を含む。分配領域２６５１ｉは、構成ｔｗｏ＋ｆｏ
ｕｒ２６４１ｉ（例えば、参照構成） に基づく。図２６に示されるように、それぞれの
ＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サブフレームに関する上りリンク
送信（reporting）アソシエーションは、分配領域２６５１ｉ内のサブフレーム２６２３
の間に分配される。例えば、構成ｔｈｒｅｅ２６４１ｄにおいて、サブフレーム５、６、
７、８、９、０および１からの可能なアソシエーション２６４９は、分配領域２６５１ｉ
内のサブフレーム２６２３ｄの間に分配され、サブフレーム５、６、７および８は、第１
の分配領域２６５１ｉ内に分配され、サブフレーム９、０および１は、第２の分配領域２
６５１ｉ内に分配される。
【０２４６】
　図２７は、図２６に提示された例をさらに示すダイアグラムである。より具体的には、
図２７は、他のＵＬ－ＤＬ構成２７４１ｅ～ｇに適用される、構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２７
４１ｉのためのより均一な分配マッピング・アプローチの例を示す。便宜上、分配領域マ
ッピングに基づいて追加された可能なアソシエーション２７４９は、実線で示される。サ
ブフレーム番号２７３９は、対応するサブフレーム２７２３を示す。この例では、２つの
分配領域２７５１ｉが前述のように構成ｔｗｏ＋ｆｏｕｒ２７４１ｉに対応する。図２７
に示されるように、それぞれのＵＬ－ＤＬ構成におけるそれぞれの送信（reporting）サ
ブフレームに関する上りリンク送信（reporting）アソシエーションは、前述のように分
配領域２７５１ｉ内のサブフレーム２７２３の間に分配される。下の表２９は、それぞれ
のＵＬ－ＤＬ構成に関する分配マッピング・アソシエーションの一例をまとめる。表２９
は、図２６および２７におけるダイアグラムに対応する。
【０２４７】
【表２９】

【０２４８】
　図２８は、ＵＥ１０２において参照セルを選択するための方法２８００の一構成を示す
フロー・ダイアグラムである。ＵＥ１０２は、最短周期を持つ少なくとも１つのセルを確
定する（ステップ２８０２）。例えば、前述のように、いくつかのＵＬ－ＤＬ構成は５ｍ
ｓ周期を有し、いくつかのＵＬ－ＤＬ構成は１０ｍｓ周期を有する。いくつかのセルが５
ｍｓ周期を有し、いくつかのセルが１０ｍｓ周期を有する場合には、最短周期を持つセル
は、５ｍｓ周期を持つセルである。すべてのセルが１０ｍｓ周期を有する場合には、最短
周期を持つセルは、１０ｍｓ周期を持つセルであろう。すべてのセルが５ｍｓ周期を有す
る場合には、最短周期を持つセルは、５ｍｓ周期を持つセルである。
【０２４９】
　ＵＥ１０２は、最短周期を持つ１つより多いセルがあるかどうかを判定する（ステップ
２８０４）。最短周期を持つ１つだけの（例えば、１つを超えない）セルがある場合には
、ＵＥ１０２は、最短周期を持つそのセルを参照セルとして用いる（ステップ２８０６）
（例えば、指定する）。最短周期を持つ１つより多いセルがある場合には、ＵＥ１０２は
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、最多上りリンク割当てを持つ少なくとも１つのセルを確定する（ステップ２８０８）。
ＵＥ１０２は、最短周期を有すると確定された（ステップ２８０２）１つより多いセルの
中から最多上りリンク割当てを持つセルを確定する（ステップ２８０８）。一構成におい
て、ＵＥ１０２は、上りリンク・サブフレームの数を比較することによって、最多上りリ
ンク割当てを持つ少なくとも１つのセルを確定する（ステップ２８０８）。例えば、構成
０は、無線フレーム毎に６つの上りリンク・サブフレームを含み、構成６は、無線フレー
ム毎に５つの上りリンク・サブフレームを含む。この例では、構成０を持つセルと構成６
を持つセルとの間で、構成０を持つセルが最多上りリンク割当てを有する。上りリンク割
当てが多いほど、より多くの上りリンク・サブフレームの間にアソシエーションが分配さ
れるので、最多上りリンク割当てを持つセルを選択するのが有利である。これは、上りリ
ンク・サブフレーム当りの割当ての数を低減または最小化し、それによって上りリンク送
信（reporting）ペイロードのサイズを低減することができる。
【０２５０】
　ＵＥ１０２は、最多上りリンク割当てを持つ１つより多いセルがあるかどうかを判定す
る（ステップ２８１０）。最多上りリンク割当てを持つ１つだけの（例えば、１つを超え
ない）セルがある場合には、ＵＥ１０２は、最多上りリンク割当てを持つそのセルを参照
セルとして用いる（ステップ２８１２）（例えば、指定する）。最長周期を持つ１つより
多いセルがある場合には、ＵＥ１０２は、最小セル・インデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）を
持つセルを確定する（ステップ２８１４）。ＵＥ１０２は、最多上りリンク割当てを有す
ると確定された（ステップ２８０８）１つより多いセルの中から最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを持
つセルを確定する（ステップ２８１４）。各セルは、Ｃｅｌｌ＿ＩＤを有する。従って、
最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを持つセルは、Ｃｅｌｌ＿ＩＤ値を比較することによって確定される
（ステップ２８１４）。ＵＥ１０２は、最小セル・インデックス（Ｃｅｌｌ＿ＩＤ）を持
つセルを参照セルとして用いる（ステップ２８１６）（例えば、指定する）。
【０２５１】
　一構成において、方法２８００は、各セルのＵＬ－ＤＬ構成に基づいて参照セルを選択
する（例えば、セルまたはセルのＵＬ－ＤＬ構成に変化があるときにいつでも参照セルを
選択する）ために用いられる。参照セルが一旦選択されると、参照セルは、上りリンクＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信（reporting）をするために用いられる。別の構成において、方法２
８００は、参照セルを選択して参照セル構成を決定するために用いられる。しかしながら
、実際の上りリンク送信（reporting）は、いずれかのセルに発生する各上りリンク・サ
ブフレームに基づく。例えば、ＰＣｅｌｌは、参照セル構成におけるいくつかの上りリン
ク・サブフレーム用の上りリンク送信（reporting）セルであるが、ＰＣｅｌｌが下りリ
ンク・サブフレームを有するときにＳＣｅｌｌが上りリンク・サブフレームを含む場合に
は、最小Ｃｅｌｌ＿ＩＤを持つＳＣｅｌｌにおける上りリンク・サブフレームが、参照セ
ル構成におけるその特定のサブフレーム用の上りリンク送信（reporting）セルとして選
択される。
【０２５２】
　図２９は、端末装置（ＵＥ）２９０２に利用される様々なコンポーネントを示す。ＵＥ
２９０２は、上記のＵＥ１０２として利用されてもよい。ＵＥ２９０２は、ＵＥ２９０２
の動作を制御するプロセッサ２９６３を含む。プロセッサ２９６３は、中央処理装置（Ｃ
ＰＵ：central processing unit）とも呼ばれる。メモリ２９６９は、リードオンリーメ
モリ（ＲＯＭ：read-only memory）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：random access 
memory）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報を格納する任意のタイプのデバイスを
含み、プロセッサ２９６３に命令２９６５ａおよびデータ２９６７ａを与える。メモリ２
９６９の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ：non-volatile rando
m access memory）も含んでもよい。命令２９６５ｂおよびデータ２９６７ｂは、プロセ
ッサ２９６３にも存在する。プロセッサ２９６３に読み込まれた命令２９６５ｂおよび／
またはデータ２９６７ｂは、プロセッサ２９６３による実行または処理のために読み込ま
れた、メモリ２９６９からの命令２９６５ａおよび／またはデータ２９６７ａを含んでも
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よい。命令２９６５ｂは、上記の方法２００および２８００の１つ以上を実装するために
プロセッサ２９６３によって実行される。
【０２５３】
　ＵＥ２９０２は、データの送受信を可能にするために１つ以上の送信機２９５８および
１つ以上の受信機２９２０が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）２９５８およ
び受信機（単数または複数）２９２０は、１つ以上のトランシーバ２９１８に組み合わさ
れてもよい。１つ以上のアンテナ２９２２ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシー
バ２９１８に電気的に結合される。
【０２５４】
　ＵＥ２９０２の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号バ
スおよびステータス信号バスを含むバスシステム２９７１によって一緒に結合される。し
かしながら、明確にするために、図２９では様々なバスがバスシステム２９７１として示
される。ＵＥ２９０２は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：digital sign
al processor）２９７３を含むこともできる。ＵＥ２９０２は、ＵＥ２９０２の機能への
ユーザ・アクセスを提供する通信インタフェース２９７５を含むこともできる。図２９に
示されるＵＥ２９０２は、具体的なコンポーネントのリストではなく、機能ブロック・ダ
イアグラムである。
【０２５５】
　図３０は、基地局装置（ｅＮＢ）３０６０に利用される様々なコンポーネントを示す。
ｅＮＢ３０６０は、上記のｅＮＢ１６０として利用されてもよい。ｅＮＢ３０６０は、ｅ
ＮＢ３０６０の動作を制御するプロセッサ３０７７を含む。プロセッサ３０７７は、中央
処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれる。メモリ３０８３は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報を格納す
る任意のタイプのデバイスを含み、プロセッサ３０７７に命令３０７９ａおよびデータ３
０８１ａを与える。メモリ３０８３の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶ
ＲＡＭ）を含んでもよい。命令３０７９ｂおよびデータ３０８１ｂは、プロセッサ３０７
７にも存在する。プロセッサ３０７７に読み込まれた命令３０７９ｂおよび／またはデー
タ３０８１ｂは、プロセッサ３０７７による実行または処理のために読み込まれた、メモ
リ３０８３からの命令３０７９ａおよび／またはデータ３０８１ａを含んでもよい。命令
３０７９ｂは、上記の方法３００を実装するためにプロセッサ３０７７によって実行され
る。
【０２５６】
　ｅＮＢ３０６０は、データの送受信を可能にするために１つ以上の送信機３０１７およ
び１つ以上の受信機３０７８が入った筺体を含むこともできる。送信機（単数または複数
）３０１７および受信機（単数または複数）３０７８は、１つ以上のトランシーバ３０７
６に組み合わされてもよい。１つ以上のアンテナ３０８０ａ～ｎは、筺体に取り付けられ
、トランシーバ３０７６に電気的に結合される。
【０２５７】
　ｅＮＢ３０６０の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号
バスおよびステータス信号バスを含むバスシステム３０８５によって一緒に結合される。
しかしながら、明確にするために、図３０では様々なバスがバスシステム３０８５として
示される。ｅＮＢ３０６０は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３０８７
を含むこともできる。ｅＮＢ３０６０は、ｅＮＢ３０６０の機能へのユーザ・アクセスを
提供する通信インタフェース３０８９を含むこともできる。図３０に示されるｅＮＢ３０
６０は、具体的なコンポーネントのリストではなく、機能ブロック・ダイアグラムである
。
【０２５８】
　用語「コンピュータ可読媒体」は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスで
きる任意の利用可能な媒体を指す。用語「コンピュータ可読媒体」は、本明細書では、非
一時的かつ有形のコンピュータおよび／またはプロセッサ可読媒体を示す。限定ではなく
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、例として、コンピュータ可読またはプロセッサ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶もしくは他の磁気記憶
デバイス、あるいは、命令の形態の所望のプログラムコードまたはデータ構造を載せるか
、または格納するために用いられ、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスでき
る任意の他の媒体を備える。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、本明細書では
、コンパクトディスク（ＣＤ：compact disc）、レーザディスク（laser disc）、光ディ
スク（optical disc）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ：digital versatile di
sc）、フロッピー（登録商標）ディスク（floppy disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商
標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、磁気的にデータを再生し、一
方でディスク（disc）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
【０２５９】
　留意すべきは、本明細書に記載される方法の１つ以上が、ハードウェアで実装されても
よく、および／またはハードウェアを用いて実行されてもよいことである。例えば、本明
細書に記載される方法の１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：
application-specific integrated circuit）、大規模集積回路（ＬＳＩ：large-scale i
ntegrated circuit）または集積回路などで実装されてもよく、および／またはそれらを
用いて実現されてもよい。
【０２６０】
　本明細書に開示されるそれぞれの方法は、記載される方法を達成するための１つ以上の
ステップまたは動作を備える。本方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範囲
から逸脱することなく、相互に交換されても、および／または単一のステップに組み合わ
されてもよい。言い換えれば、記載される方法の適切な操作のために、ステップまたは動
作の特定の順序が必要とされない限り、特許請求の範囲から逸脱することなく、特定のス
テップおよび／または動作の順序および／または使用が修正されてもよい。
【０２６１】
　理解すべきは、特許請求の範囲が上記に説明された通りの構成およびコンポーネントに
は限定されないことである。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書に記載され
る配置、操作、ならびにシステム、方法、および装置の詳細に様々な修正、変更および変
形がなされてもよい。
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【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】
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【図２９】 【図３０】
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